
町のイメージキャラクター

百合若百合若 はなちゃんはなちゃん緑丸緑丸

無料アプリで広報せいろうが手軽
に閲覧できるようになりました。

iOS Android

令和８年３月末現在の ●人口　13,595人（前月比－14人）男6,800人（±0人）
　（外国籍除く） （前年比－37人）女6,795人（－14人）

●外国人人口387人（前月比+11人）男213人（±0人）女174人（+11人）
●世帯数5,219世帯（外国人のみの世帯含む）人口の動き

聖籠町公式 SNS

LINE X

広報せいろう広報せいろう
20262026 May No.598May No.59855

満開の桜、彩るグルメ
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一
般
会
計
予
算

　

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
総
合
計
画
、
経
営
戦
略
推
進

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
町
民
の
幸
福

度
を
高
め
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
と
「
生
ま
れ
て
良

か
っ
た　

住
ん
で
良
か
っ
た　

聖

籠
町
」
の
実
現
に
向
け
た
提
案
が

な
さ
れ
て
い
る
。

　

般
会
計
当
初
予
算
は
、
前
年
度

対
比
７
．
６
％
、
６
億
６
８
０
０
万

円
増
の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

94
億
５
２
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ

た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
町
税
全

体
で
45
億
１
１
８
０
万
４
千

円
、
前
年
度
対
比
０
．
８
％
、

３
５
９
９
万
９
千
円
の
減
収
を
見

込
ん
で
い
る
。
個
人
町
民
税
に
お

い
て
、
賃
金
上
昇
の
影
響
等
に
よ

る
増
収
を
見
込
む
一
方
で
、
固
定

資
産
税
で
は
、
償
却
資
産
の
経
年

減
価
に
よ
る
減
収
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

町
税
以
外
に
つ
い
て
は
、（
仮

称
）
屋
内
遊
び
場
の
整
備
や
私
立

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
等
で
国

庫
補
助
金
５
億
４
４
２
５
万
円

の
増
を
は
じ
め
、
給
食
費
負
担

軽
減
交
付
金
４
６
３
３
万
２
千

円
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

１
億
８
０
０
０
万
円
、
国
庫
補
助

の
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
交
付
金
５
９
２
２
万
７
千
円

の
増
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
国
県
か
ら
の
補
助

金
や
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が

ら
、
選
択
と
集
中
の
考
え
方
の
も

と
、「
子
ど
も
」、「
福
祉
」、「
未

来
」
へ
の
投
資
に
つ
な
が
る
各
種

事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
る
。

　

物
価
高
騰
や
人
件
費
の
増
加
、

子
育
て
な
ど
の
社
会
保
障
費
も
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な
ど
、
行
政

経
営
に
か
か
る
経
費
も
増
大
す
る

傾
向
に
あ
る
が
、
優
先
す
べ
き
施

策
を
見
極
め
、
限
ら
れ
た
財
源
を

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
、

町
民
の
幸
福
度
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
に
期
待
し
た
い
。

歳
出
に
つ
い
て

■ 

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
に

つ
い
て

・
９
月
23
日
の
「
手
話
言
語
の
国

際
デ
ー
」
に
合
わ
せ
た
ブ
ル
ー
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
に
つ
い
て
は
、

よ
り
多
く
の
町
民
の
目
に
留
ま
る

よ
う
、
実
施
場
所
を
役
場
庁
舎
に

限
定
せ
ず
、
公
共
性
の
高
い
場
所

で
の
実
施
を
含
め
、
周
知
と
啓
発

が
よ
り
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ

う
検
討
さ
れ
た
い
。

■ 

移
住
・
結
婚
支
援
補
助
金
に
つ

い
て

・
移
住
支
援
事
業
補
助
金
、
結
婚

新
生
活
支
援
補
助
金
、
子
育
て
世

帯
移
住
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
制

度
要
件
が
わ
か
り
づ
ら
く
、
条
件

の
厳
し
さ
が
活
用
を
妨
げ
て
い
る
。

よ
り
柔
軟
で
活
用
し
や
す
い
制
度

と
な
る
よ
う
、
国
県
に
対
し
、
要

件
緩
和
を
強
く
要
望
さ
れ
た
い
。

■
選
挙
啓
発
に
つ
い
て

・
選
挙
の
投
票
率
向
上
の
た
め
に
、

啓
発
活
動
や
周
知
方
法
の
工
夫
を

図
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
主
権

者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
子
ど
も

を
投
票
所
へ
連
れ
て
く
る
習
慣
づ

く
り
も
有
効
と
考
え
る
。
様
々
な

対
策
を
考
え
ら
れ
た
い
。

■ 

高
齢
者
・
障
が
い
者
支
援
に
つ

い
て

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
連
携
を
密
に
し
、
よ
り
一

層
の
協
力
体
制
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
（
仮
称
）
屋
内
遊
び
場
に
つ
い
て

・（
仮
称
）
屋
内
遊
び
場
整
備
工
事

に
つ
い
て
、
施
設
設
置
後
の
将
来
の

維
持
経
費
は
ど
う
な
る
の
か
不
明
確

で
あ
る
。
施
設
利
用
料
も
無
料
の
予

定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
維
持

管
理
経
費
等
の
算
出
を
し
、
将
来
的

な
展
望
を
示
さ
れ
た
い
。

■
ざ
ぶ
〜
ん
館
に
つ
い
て

・
観
音
の
湯
さ
ぶ
ー
ん
館
の
経
営

は
、
利
用
者
数
の
増
加
、
ホ
テ
ル

棟
の
利
用
料
の
値
上
げ
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
収
支
が
安
定
す
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。
今
後
、
管

理
業
務
委
託
料
の
減
額
が
図
ら
れ

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
海
水
浴
場
に
つ
い
て

・
網
代
浜
海
水
浴
場
の
在
り
方
検

討
委
員
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
た
。

答
申
を
踏
ま
え
内
容
を
精
査
し
海

水
浴
場
の
継
続
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
観
光
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

・
町
観
光
協
会
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

を
行
っ
て
い
る
。
町
商
工
会
に
イ

ベ
ン
ト
協
力
を
依
頼
し
て
い
る
が
、

町
商
工
会
は
企
画
段
階
か
ら
の
積

極
的
な
参
画
を
望
ん
で
い
る
。
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
町
商
工
会
と

協
力
し
、
観
桜
会
を
は
じ
め
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
Ｇ
Ｘ
戦
略
に
つ
い
て

・
県
は
国
が
公
募
を
開
始
し
た
「
Ｇ

Ｘ
戦
略
地
域
」
に
当
町
を
申
請
し

た
と
発
表
し
た
。
日
本
海
側
最
大

級
の
Ｇ
Ｘ
産
業
集
積
の
形
成
を
目

令
和
８
年
度
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た

　

３
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
８
年
度
の
町
の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
、
４
月
か
ら
執
行
に
努
め

て
い
ま
す
。
可
決
さ
れ
た
予
算
内
容
は
、
広
報
せ
い
ろ
う
号
外
や
広
報
せ
い
ろ
う
４
月
号
に
て
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
可
決
に
あ
た
っ
て
は
議
会
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
か
ら
い
た
だ
い
た

意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
・
検
証
を
行
い
、
適
切
な
執
行
と
さ
ら
な
る
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
８
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る
各
会
計
予
算
に
係
る
意
見
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

指
す
地
区
と
し
て
選
定
さ
れ
る
よ

う
、
地
元
自
治
体
と
し
て
積
極
的

に
情
報
収
集
や
先
進
地
視
察
等
を

行
う
こ
と
を
望
む
。
※
Ｇ
Ｘ
戦
略
…

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
の
略
称
。
化
石
燃
料
中
心
の
産
業
構

造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
転
換
し
、

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と

経
済
成
長
を
同
時
実
現
す
る
成
長
戦
略
。

■
ク
ル
ー
ズ
船
つ
い
て

・
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
の
み
な
ら
ず
新

潟
東
港
発
着
便
の
復
路
は
、
町
を
Ｐ

Ｒ
す
る
の
に
絶
好
の
機
会
と
捉
え
る
。

農
産
物
の
販
売
な
ど
で
「
果
樹
の
里
」

と
し
て
聖
籠
町
を
対
外
的
に
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

あ
る
。
関
係
機
関
と
協
力
し
て
当
町

の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
消
防
操
法
大
会
に
つ
い
て

・
町
消
防
団
の
操
法
大
会
は
、
消
防

団
員
の
負
担
軽
減
と
よ
り
良
い
消

防
体
制
構
築
の
た
め
に
今
後
も
継

続
し
て
い
く
の
か
検
討
さ
れ
た
い
。

■
女
性
消
防
団
員
に
つ
い
て

・
消
防
団
員
の
加
入
促
進
に
向
け

て
、
今
後
は
女
性
団
員
の
積
極
的

な
募
集
に
努
め
ら
れ
た
い
。

■
防
災
備
蓄
品
に
つ
い
て

・
更
新
時
期
を
迎
え
る
災
害
用
備

蓄
品
は
、
各
拠
点
に
お
い
て
有
効

に
活
用
さ
れ
た
い
。

■
通
学
バ
ス
に
つ
い
て

・
小
学
校
の
通
学
バ
ス
運
転
業
務

委
託
料
は
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

を
比
較
検
討
し
、
適
正
価
格
と
な

る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
音
楽
環
境
支
援
員
に
つ
い
て

・
令
和
８
年
度
か
ら
音
楽
に
長
け

た
音
楽
環
境
支
援
員
が
配
置
さ
れ

る
。
情
操
教
育
に
よ
り
感
受
性
を

育
む
た
め
、
ど
の
よ
う
に
携
わ
る

の
か
、
校
園
長
と
共
に
熟
考
さ
れ

た
い
。

■
中
学
校
修
繕
に
つ
い
て

・
建
設
か
ら
25
年
が
経
過
し
た
中

学
校
の
校
舎
は
、
修
繕
を
要
す
る

箇
所
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。今
後
、

維
持
管
理
に
多
額
の
修
繕
費
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

■
中
学
校
部
活
動
に
つ
い
て

・
中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
は
、

円
滑
に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
移
行

で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

■
ス
ポ
少
指
導
謝
礼
に
つ
い
て

・
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
者
謝

礼
か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
に
関
与

す
る
指
導
者
に
は
謝
礼
が
支
払
わ

れ
て
い
る
一
方
で
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
に
は
支
払
わ
れ
て

い
な
い
。
指
導
者
の
確
保
は
ど
ち

ら
の
団
体
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

指
導
者
に
対
し
て
も
謝
礼
を
支
給

す
る
な
ど
、
公
平
性
の
観
点
か
ら

適
切
な
支
援
を
検
討
さ
れ
た
い
。

■ 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
業
務
委
託
に
つ

い
て

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
は
サ
ッ
カ
ー
だ
け
に
特
化

す
る
こ
と
な
く
、
様
々
な
ス
ポ
ー

ツ
に
対
し
多
く
の
町
民
が
楽
し
め

る
よ
う
検
討
さ
れ
た
い
。

国
民
健
康
保
険特別

会
計
予
算

・
人
間
ド
ッ
ク
や
特
定
健
診
等
の

受
診
率
向
上
に
向
け
、
町
民
の
負

担
割
合
を
軽
減
し
、
が
ん
の
早
期

発
見
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
努
め

ら
れ
た
い
。

介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
自
主
体
操

活
動
団
体
助
成
金
は
、
条
件
が
厳

し
い
た
め
現
状
、
活
用
団
体
が
な

い
。
こ
の
制
度
の
利
用
に
関
わ
ら

ず
、
体
操
を
通
じ
て
健
康
に
寄
与

で
き
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

・
令
和
８
年
度
か
ら
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
と
し
て
、
新
た
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
被
保
険
者
か
ら

も
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
」

が
徴
収
さ
れ
る
。
対
象
者
に
は
新

制
度
の
内
容
等
を
事
前
に
分
か
り

や
す
く
周
知
さ
れ
た
い
。

・
人
間
ド
ッ
ク
は
、
令
和
８
年
度

か
ら
助
成
額
が
８
０
０
０
円
増
額

さ
れ
る
。
対
象
者
へ
の
周
知
を
行

い
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
率
向
上

を
図
ら
れ
た
い
。

新
潟
県
営
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
聖
籠
町
特
別
会
計
予
算

・
意
見
無
し

下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
令
和
６
年
度
の
下
水
道
接
続
率

は
９
２
．
３
％
で
あ
る
。
更
な
る

接
続
率
向
上
に
向
け
、
未
接
続
世

帯
に
対
し
、
工
事
費
用
は
「
暮
ら

し
応
援
事
業
」
の
補
助
対
象
と
な

る
こ
と
を
周
知
さ
れ
た
い
。

水
道
事
業
会
計
予
算

・
意
見
無
し
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令和８年度聖籠町
役場機構図・職員配置図

聖籠町の
新体制

総
務
課

　課
長
　佐
藤
　
　寿

　参
事
　佐
藤
　寧
久

　補
佐
　小
林
め
ぐ
み

　副参
事

　佐
藤
　和
美

総
合
政
策
課

　課
長
　小
林
　幸
宏

　補
佐
　渡
邉
　新
吾

税
務
課

　課
長
　山
田
　
　孝

　補
佐
　足
立
　亮
士

聖籠町長　西脇　道夫

副町長　髙松　光志

町
民
課

　課
長
　齋
藤
　
　滋

　補
佐
　大
矢
　宏
二

　補
佐
　和
田
　文
夫

保
健
福
祉
課

　課
長
　勝
見
　英
徳

　補
佐
　渡
邉�

郁
子
※

　補
佐
　鈴
木
　
　中

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　所
長
　丸
山
　貴
広

　副参
事

　小
野
　広
子

　副参
事

　青
木�

友
美
※

聖
籠
町
議
会

　議
長 
宮
澤
　光
子

聖
籠
町
農
業
委
員
会

　会
長 

宮
下
　吉
勝

長
寿
支
援
課

　課
長
　齋
藤
　大
輔

　補
佐
　阿
部�

洋
子
※

　副参
事

　山
崎
　
　諭

議
会
事
務
局

　局
長
　高
橋
　一
裕

　副参
事

　渡
邊
　栄
子

農
業
委
員
会
事
務
局

　局
長
　宮
川
　
　顕

　次
長
　天
野
　秀
一

条
例
・
法
務
・
情
報

公
開
・
財
産
管
理
・

人
事
・
給
与
・
秘
書
・

男
女
共
同
参
画
・
情

報
政
策
・
広
報
広
聴
・

国
際
交
流
・
各
種
統

計
・
区
長
会

主
な
業
務

宮
下

　純
一

小
宮
山
翔
太

小
林

　航
大

係
長
級

二
宮

　昌
平

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

遠
藤

　美
菜

渡
邊

　悠
也

信
田

　洋
平

（
豊
栄
郷
清
掃
施
設
処

理
組
合
へ
派
遣
）

主
任
級

青
栁

　俊
矢

田
中

　裕
太

佐
藤

　陽
斗

相
馬

　成
滋

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

主
事
級

石
田
貴
美
子

長
澤
虎
之
介

髙
橋

　
　毅

（
用
務
員
兼
運
転
員
）

会
計
年
度
任
用
職
員

議
会
運
営
事
務
お
よ

び
調
査
事
務
・
常
任

委
員
会
お
よ
び
議
会

運
営
委
員
会
な
ど
の

運
営
と
研
修
に
関
す

る
事
務
・
請
願
陳
情

の
受
付
・
会
議
録
の

調
整
・
議
会
広
報
の

発
行 主

な
業
務

係
長
級

主
任
級

関
根
　大
起

主
事
級

会
計
年
度
任
用
職
員

財
政
計
画
・
予
算
の

編
成
・
資
金
調
達
・

地
方
交
付
税
・
財
政

統
計
・
入
札
・
契
約
・

基
金
・
補
助
金
・
総

合
計
画
・
土
地
利
用
・

地
域
振
興
・
地
方
創

生
・
経
営
戦
略
・
少

子
化
対
策
・
ふ
る
さ

と
納
税
・
広
域
連
携
・

生
き
が
い
健
康
づ
く

り

髙
橋

　誠
司

（
役
職
定
年
）

宮
森

　郁
恵

小
林

　大
志

遠
藤

　寛
之

髙
橋

　明
里

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

小
柳

　
　椋

五
十
嵐
恭
子

個
人
町
民
税
・
法
人

町
民
税
・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
・

た
ば
こ
税
、入
湯
税・

譲
与
税
、
交
付
金
・

税
証
明
・
町
税
そ
の

他
徴
収
金
の
徴
収
・

滞
納
整
理

小
池
　音
也

仙
田
文
紗
綺

大
野
佳
奈
子

松
澤
　皓
斗

横
野
　文
矢

（
新
潟
県
地
方
税
徴
収

機
構
兼
務（
派
遣
））

平
山
　拓
実

（
新
採
用
）

平
山
絵
莉
子

住
民
基
本
台
帳
・
戸

籍
・
印
鑑
登
録
・
火

葬
許
可
・
人
権
擁
護
・

保
護
司
・
戦
没
者
遺

族
援
護
・
国
民
年
金
・

消
費
生
活
・
国
民
健

康
保
険
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
制

度
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド

折
居
　遼
太

勝
見
　慶
美

谷
内
田
亜
由
美
渡
邊
み
な
み

白
崎
　伶
奈

田
中
　
　奏

小
池
　詩
織

中
村
　麻
里

佐
藤
　綾
子

伊
藤
さ
く
ら

（
消
費
生
活
相
談
員
）

伊
藤
絵
梨
子

保
健
・
医
療
費
助

成
・
献
血
・
ざ
ぶ
～

ん
・
障
が
い
者
福
祉
・

民
生
委
員
・
生
活
保

護
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
な
ご
み
の
家

藤
田
由
起
子

（
管
理
栄
養
士
）

水
戸
部
可
奈
※

髙
鳥
ま
ど
か
※

高
崎
　
　悟

（
主
任
用
務
員
）

関
本
ち
ひ
ろ
※

水
戸
　
　泉
※

三
浦
　和
幸

髙
口
　貴
弘

佐
々
木
悠
介

中
川
　美
穂

服
部
　真
歩
※

（
新
採
用
）

篠
澤
　
　萌
※

（
新
採
用
）

宮
澤
　誠
也

金
子
　ル
ミ

圓
山
由
美
子

（
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
も
）

安
在
　珠
美

（
ホ
ッ
ト
ル
ー
ム
と
も
）

※
は
保
健
師

診
療
・
事
務

松
田
　理
絵
※
鈴
木
ゆ
か
り
※

豊
島
美
和
子
※

※
は
看
護
師

農
業
委
員
会
の
運

営
・
農
地
法
の
規
定

に
よ
る
許
可
、
届
出

の
受
理
・
農
地
な
ど

の
調
査
報
告
・
農
地

基
本
台
帳
管
理
・
農

業
者
年
金

相
馬
　宏
向

高
齢
者
福
祉
・
介
護

認
定
・
介
護
予
防
事

業
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
聖
海
荘
・

生
き
が
い
交
流
セ
ン

タ
ー

大
沼
け
い
子

（
暫
定
再
任
用
）

伊
藤
　清
二

（
健
康
運
動
指
導
士
・

社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
派
遣
）

巻
口
　恭
祐

𠮷𠮷
𠮷
　理
紗

松
本
　優
子
※

（
新
採
用
）

佐
藤
江
身
子

（
介
護
支
援
専
門
員
）

吉
川
　三
美

雪
井
　香
織

（
認
定
調
査
員
）

渡
邉
ミ
ツ
子

（
聖
海
荘
）

馬
場
　浩
二

（
聖
海
荘
）

堀
　
　市
郎

（
聖
海
荘
）

※
は
保
健
師
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聖籠町教育委員会
教育長　近藤　　朗

生
活
環
境
課

　課
長
　長
谷
川
一
也

　補
佐
　𠮷𠮷
田
　晃
一

　副参
事

　諏
江
　忠
憲

産
業
観
光
課

　課
長
　小
野
　芳
昭

　補
佐
　大
沼
　
　智

ふ
る
さ
と
整
備
課

　課
長
　渡
邊
　広
彰

　補
佐
　加
藤
　康
博

東
港
振
興
室

　室
長

　宮
坂

　義
朗

会
計
管
理
者

会
計
室

　室
長

　新
保
千
寿
子

上
下
水
道
課

　課
長

　渡
邊
こ
ま
き

　参
事

　稲
田

　
　覚

　補
佐

　齋
藤

　直
子

　補
佐

　石
田

　正
統

せ
い
ろ
う
幼
稚
園

　園
長

　西
村

　美
紀

　副園
長

　齊
藤

　和
美

幼
児
教
育

嵐
　
　美
穂

伊
藤

　由
美

宮
澤
あ
か
ね

美
本
　雄
太

青
山
　千
尋

長
谷
川
愛
子

加
藤
夏
菜
子

田
中

　
　瞳

社
会
教
育
課

　課
長

　宮
澤

　徳
昭

　補
佐

　石
田

　守
之

　補
佐

　伊
藤

　健
文

　副参
事

　飯
沼

　正
志

社
会
教
育
・
生
涯
学

習
・
青
少
年
育
成
・
文

化
財
・
芸
術
文
化
振
興
・

社
会
体
育
・
団
体
の
指

導
、
育
成
・
民
俗
資
料

館
・
社
会
教
育
施
設
・

結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
・
文

化
会
館
・
蓮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
社
会
体
育
施
設

の
管
理
・
地
域
学
校
協

働
本
部
・
放
課
後
子
ど

も
教
室

長
谷
川

　賢

櫻
井

　敦
史

髙
橋

　隼
人

（
主
任
運
転
員
兼
用
務

員
）

山
嵜

　一
貴

髙
松

　勝
雄

大
倉

　幸
子

難
波

　正
子

神
田

　和
典

伊
藤

　真
哉

（
地
域
学
校
協
働
本
部
）

佐
久
間
雅
之

三
浦
　
　学

（
部
活
動
地
域
展
開
）

渡
辺
明
公
子

（
埋
蔵
文
化
財
調
査
員
）

高
橋
　裕
子

（
結
い
ハ
ー
ト
聖
籠
）

図
書
館
業
務

佐
藤
　彩
子
※
小
林
　恵
美
※

相
馬
　
　悟

宮
下
　聡
司

（
暫
定
再
任
用
）

松
本
　
　望

（
主
任
用
務
員
）

齋
藤
　和
子

鈴
木
　
　栞
※
吉
川
　田
鶴
※

澁
谷
真
由
美
※

宮
村
　千
代
※

阿
部
　邦
子
※

岡
本
　夢
希
※

大
津
由
紀
子
※

※
は
司
書

教
育
未
来
課

　課
長
　小
林
　裕
之

　参
事
　相
馬
　朋
美

（
指
導
主
事
）

　補
佐
　昆
　
　幸
恵

　副参
事

　阿
部
　
　香

（
指
導
主
事
）

　副参
事

　若
月�

美
保
※

　副参
事

　阿
部�

成
美
※

（
蓮
野
小
学
校
勤
務
）

教
育
部
局
の
人
事
・
教

育
課
程
・
学
習
指
導
・

生
徒
指
導
お
よ
び
キ
ャ

リ
ア
教
育
・
学
校
運
営

協
議
会
・
学
校
保
健
事

務
・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
・
幼
児
教
育
・
幼

児
教
育
セ
ン
タ
ー
・
こ

ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
・

要
保
護
児
童
対
策

佐
藤��

彰
徳

（
職
長
運
転
員
兼
用
務

員
・
山
倉
小
学
校
勤

務
）南場

　優
子

（
こ
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

荒
木

　千
佳

（
こ
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

菊
地

　正
憲

（
主
任
運
転
員
兼
用
務

員
・
蓮
野
小
学
校
勤

務
）二瓶

　
　正

（
主
任
運
転
員
兼
用
務

員
・
聖
籠
中
学
校
勤

務
）

細
貝
　望
美

藤
井
　里
奈

（
こ
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

金
澤
　優
海

（
司
書
・
亀
代
小
学
校

勤
務
）

村
川
　潤
一

（
指
導
主
事
）

戸
川
　し
げ
子

（
指
導
主
事
）

増
井
　一
久

（
管
理
指
導
主
事
）

鈴
木
　裕
子

（
※
兼
幼
児
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

金
田
　深
雪

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
）

宮
島
　麗
奈

（
こ
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
）

加
藤
千
賀
子

（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）

松
田
　千
里

（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）

髙
松

　未
来

（
フ
レ
ン
ド
ル
ー
ム
）

※
は
架
け
橋
期
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

一
般
廃
棄
物（
可
燃
・

不
燃
ご
み
な
ど
）・

環
境
対
策（
水
質
、

大
気
、
放
射
能
等
）・

公
害
防
止
・
し
尿
お

よ
び
浄
化
槽
・
狂
犬

病
予
防
お
よ
び
動
物

保
護
・
墓
地
・
食
品

衛
生
・
循
環
バ
ス
事

業
・
消
防
団
・
防
災

対
策
・
防
犯
対
策
・

交
通
安
全
対
策
・
空

き
家

阿
部
　浩
二

（
防
災
専
門
員
）

山
岸
　雄
太

渡
邉
　雨
情

齋
藤
　直
樹

新
保
イ
ミ
子

（
交
通
安
全
指
導
員
）

齋
藤
　奈
美

（
交
通
安
全
指
導
員
）

稲
作
、
畑
作
、
園
芸

お
よ
び
果
樹
振
興
・

農
業
生
産
団
体
・
農

業
後
継
者
対
策
・
米

政
策
・
畜
産
振
興
・

有
害
鳥
獣
駆
除
・
制

度
融
資
・
商
工
業
団

体・観
光・労
働
対
策・

森
林
保
全
・
漁
業
振

興
・
土
地
改
良
事
業
・

開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト
・

暮
ら
し
応
援
事
業

川
崎
　慶
典

小
林
　正
義

加
藤
　篤
輝

水
野
　凌
太

渡
辺
　達
弥

小
林
　実
樹

高
野
　拓
弥

杉
山
　
　綾

都
市
計
画
・
開
発
行

為
・
建
築
確
認
・
町

営
住
宅
・
都
市
公
園
・

国
土
調
査
・
道
路
、

橋
梁
、河
川
等
整
備・

道
路
用
地
の
取
得
・

道
路
認
定
、
廃
止
・

道
路
の
除
雪
・
法
定

外
公
共
物
の
管
理
・

海
岸（
港
湾
区
域
を

除
く
）・
環
境
美
化

推
進

小
林
　
　稔

（
役
職
定
年
）

宮
下
　悦
志

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

佐
藤
　伸
一

（
暫
定
再
任
用
）

小
林
　義
彦

（
主
任
運
転
員
兼
用
務
員
）

海
津
　良
輔

渡
辺
　弘
樹

伊
藤
　
　陽

渡
邉
　彩
花

新
保
　智
美

新
潟
港
の
振
興
・
企

業
立
地
支
援

阿
部

　辰
哉

乙
　
　美
穂

雨
田
ゆ
か
り

税
金
等
収
入
・
収
入

支
払
業
務

諏
訪

　靖
子

中
野

　典
子

水
道
管
理
棟
、
配
水

場
等
の
施
設
管
理
・

水
道
料
金
・
配
水
管

施
設
の
保
全
・
水
質

検
査
・
配
水
管
工
事
・

水
道
管
路
図
等
の
保

守
、
下
水
道
管
渠
、

ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設

管
理
・
下
水
道
使
用

料
・
排
水
設
備
・
事

業
所
排
水
の
指
導
・

公
共
下
水
道
工
事
・

下
水
道
管
路
図
な
ど

の
保
守

古
川

　武
英

大
谷

　友
太

本
田

　智
輝

畔
野

　龍
平

阿
部

　和
奏

（
新
採
用
）

子
ど
も
教
育
課

　課
長
　小
林
　和
浩

　補
佐
　大
野
　義
史

就
学
援
助
・
育
英
資

金
・
学
校
施
設
管
理
・

学
校
情
報
機
器
管
理
・

通
学
バ
ス
事
務
・
学

校
給
食
事
務
・
児
童

福
祉
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
・
幼
稚

園
・
児
童
館
・
児
童

ク
ラ
ブ
・
児
童
広
場
・

児
童
遊
園
、
児
童
手

当
、
児
童
扶
養
手
当
・

屋
内
遊
び
場
整
備

主
な
業
務

阿
部
紗
也
佳

髙
橋
知
香
子

（
学
校
給
食
調
理
場
勤

務

：管
理
栄
養
士
）

水
戸
部
　徹

羽
田
　祐
子
※

（
ハ
ー
モ
ニ
ー
こ
ど
も

園
へ
派
遣
）

係
長
級

齋
藤
　美
奈
※

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

曽
根

　夏
生
※

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

相
馬

　
　郁
※

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

頭
川

　遼
子
※

（
な
な
い
ろ
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

篠
川

　
　彩
※

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も

園
へ
派
遣
）

馬
場

　卓
人
※

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も

園
へ
派
遣
）

主
任
級

大
澤
　裕
介

渡
辺
　
　脩

高
山
　涼
太

（
新
潟
市
か
ら
派
遣
）

長
谷
川
琴
乃

三
浦

　昂
平

（
新
潟
市
へ
派
遣
）

中
村

　千
遥
※

（
ほ
し
ぞ
ら
こ
ど
も
園

へ
派
遣
）

髙
加
茂
佳
代
※

（
聖
籠
は
じ
め
こ
ど
も

園
へ
派
遣
）

主
事
級

渡
邉
　美
香

髙
橋
千
代
子

（
そ
だ
ち
の
家
）

長
谷
川
里
美

（
亀
塚
児
童
館
）

※
は
幼
稚
園
教

諭 会
計
年
度
任
用
職
員

小中学校、幼稚園および児童クラブの会計年度任用職員（介助員など）については、各校園ごとに配布されるおたよりなどでご確認ください。小中学校、幼稚園および児童クラブの会計年度任用職員（介助員など）については、各校園ごとに配布されるおたよりなどでご確認ください。

図
書
館

　館
長
　宮
澤
　孝
也
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第５次聖籠町総合計画　後期基本 計画 スタート【2026 ▶ 2030】
　町では、2021年度から2030年度を計画期間とする「第５次聖籠町総合計画」を策定し、基本理念である「生まれて良かった　住んで良かった聖籠町」の実現に向け、各種施策の推進に取り組んできました。前期基本計画が2025年度をもって終
了したことから、社会潮流の変化や町の現状・課題を踏まえ、2026年度から2030年度までを計画期間とする後期基　本計画を策定しましたので、その概要をお知らせします。

まちづくりの体系図（2021年度～2030年度）

★総合計画の全文や概要版を掲載！
◀�計画を詳しく知りたい方はこちらか
らご確認ください

「生まれて良かった　住んで良かった 聖籠町」

取組の効果取組の効果

ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像

Ⅰ　�地域特性を活かしたまち
づくり

Ⅱ　自然環境との共生
Ⅲ　生活環境の整備

安全で快適な
生活環境の創造

Ⅰ　安心して暮らせる環境づくり
Ⅱ　�生涯健康に暮らせるまち

づくり
Ⅲ　�幸せに暮らせる福祉のま

ちづくり

誰もが幸せに暮らせる
社会の実現 Ⅰ　学校・家庭・地域の協働�

Ⅱ　�情報化社会を切り拓く子
どもの育成

Ⅲ　教育環境の整備・充実
Ⅳ　安心して子育てできる町
Ⅴ　人生100年時代の学び

未来を創る子どもの育成

Ⅰ　�農業・水産業の持続性確保に向けた生産基
盤の強化

Ⅱ　地域資源を活かした魅力あふれる観光
Ⅲ　地域の未来をけん引する商工業　

豊かさと活力を創出する産業の振興
Ⅰ　�多様な人々がつながり、誰もが活躍できる

地域づくり
Ⅱ　将来を見据えた持続可能な行財政運営　

持続可能な行財政運営

目標達成の成果目標達成の成果

ま
ち
づ
く
り
の
４
つ
の
目
標

　いつ起こるかわからない災害に備えた防災体
制や安心して子どもを産み育てられる環境、高
齢者・障がい者にやさしい環境などの整備によ
り、誰もが安心で安全な生活ができる町。

 安心で安全な生活ができる町

　将来に希望を持って若い世代が住み、働き続
けられ、人生100年時代を見据えシニア世代が
健康で活躍できる環境づくりを推進し、多世代
が共生する活気にあふれる町。

 希望と活気にあふれる町

　社会やライフスタイルの変化により、心の豊
かさの感じ方は多様化しており、個々のライフ
ステージやニーズに応じた支援やサービスの提
供に努め、人々が心豊かに暮らせる町。

 心豊かに暮らせる町

　文化、性別、国籍等に関係なく、さまざまな
文化や価値観を互いに理解し、誰もが自分らし
く生きることにより、多様な文化が育まれる町。

 多様な文化が育まれる町

未来に希望をもてる持続的なまちづくりのために以下の４つの目標を設定

お問い合わせ　役場総合政策課　政策係（内線263）

広報聖籠	R8.5　6日時		 会場		 内容		 対象		 申し込み		 問い合わせ		 参加費		 定員		 その他

第５次聖籠町総合計画　後期基本 計画 スタート【2026 ▶ 2030】
　町では、2021年度から2030年度を計画期間とする「第５次聖籠町総合計画」を策定し、基本理念である「生まれて良かった　住んで良かった聖籠町」の実現に向け、各種施策の推進に取り組んできました。前期基本計画が2025年度をもって終
了したことから、社会潮流の変化や町の現状・課題を踏まえ、2026年度から2030年度までを計画期間とする後期基　本計画を策定しましたので、その概要をお知らせします。

後期基本計画の概要 主な見直しの視点
	前期基本計画策定から５年経過することによる社会情勢の変化を踏まえた修正
	これまでの進捗状況や課題を踏まえた指標・主要事業の見直し
	国連が掲げる持続可能な開発目標（SDGs）の理念を踏まえ、各施策と関連するSDGsの掲載
	内容の時点修正

第１章 安全で快適な生活環境の創造
　自然環境を保全するとともに、地域資源の特性を活かしたまちづくりを進めます。また、災害に強いま
ちづくりの構築、交通アクセスの整備、資源の再利用などを図ることにより、町民一人ひとりが豊かに暮
らせる町をめざします。
●�2024年に町が行った「ゼロカーボンシティ宣言」について明記
●�2029年度に予定されているごみ処理施設の変更に伴う対応について明記

第２章 誰もが幸せに暮らせる社会の実現
　「公助」「自助」「共助」による地域の災害対処力の強化を図り、防災体制の整備を推進します。また、誰も
が住み慣れた地域で暮らすことの充実感を味わえるよう、町民主体の健康づくり、福祉のまちづくりを推
進します。
●�防災リーダーの育成や災害時健康対策、避難行動要支援者を含めた避難体制の構築を追記
●�消費者被害防止に向けた連携体制強化、若年層を含めた消費者教育の充実を明記
●�単身高齢者など支援を必要とする方の視点を追記

第３章 未来を創る子どもの育成
　地域への愛着をもちながら、他者と協働して未来を創ることのできる子どもの育成を目指します。科学
技術の進展に対応する力、主体的に社会参画する力、生涯にわたり学び続ける力など、情報化社会を切り
拓くために必要となる資質と能力を育成・伸長する教育を推進します。あわせて教育環境・子育て環境の
整備・充実を図ります。
●�教員の働き方改革推進（業務軽減・部活動の地域展開）の追記
●�「子どもたちの主体的な社会参画」・「多様な子どもたちへの学びの提供」を追加
●�「子育て環境の整備」の項目を追加し、放課後児童対策・屋内遊び場施設整備について記載

第４章 豊かさと活力を創出する産業の振興 
　農地などの農業資源の保全や水産資源の安定化に向けた取組を強化するとともに、意欲ある担い手の確
保・育成や生産性向上のための経営基盤の強化、生産基盤の整備に取り組みます。　
●�聖籠町農産物加工センターにおける積極的な加工品開発の取組を推進
●�聖籠地場物産館の建て替えによる利便性・魅力向上を図り、地場農産物の販売を促進
●�地域経済活性化や雇用創出の観点から、企業進出が促進されるようゴルフ場跡地の利活用を推進

第５章 持続可能な行財政運営
　町民・多様な主体との連携を推進し、町民が主役のまちづくりに取り組むとともに、一人ひとりの人権
が尊重される共生社会を目指します。また、将来にわたり持続可能な行財政運営を推進します。
●�フロントヤード改革や行政手続標準化・共通化に伴う、デジタル化に向けた現況・取組を修正
●�SNSの有効活用や外国籍住民との共生に関する表現を修正

各章の主な変更点
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危険！

私有地 道路

車両と通行者との
接触の危険あり！

道路にはみ出した樹木などの剪
せん

定
てい

・伐
ばっ

採
さい

をお願いします

　庭木や生垣、山林の樹木などが、境界を超えて道路に
はみ出していると交通事故の原因となります。
　また、強風や降雪などにより樹木などが道路へ倒れる
と、交通の支障となるだけではなく、歩行者や通行車両
との事故につながります。
　所有する土地の樹木などが通行に支障となったり、そ
の恐れがある場合は、剪定や伐採をしていただきますよ
うご協力をお願いします。

　樹木などの倒木や張り出した枝の落下などによ
り、歩行者や車両が損傷する事故が発生した場合は、
法律によりその所有者が賠償責任を問われることが
あります。
　事故防止のためにも、事前に危険を及ぼすものが
ないかを確認し、所有者で対処していただきますよ
うお願いします。

樹木などの所有者が賠償責任を問われるこ
とがあります

樹木などの適切な管理をお願いします
　道路パトロールなどで支障のある樹木などを確認
した際は、地元集落区長を通じて所有者の方に剪定
や伐採をお願いしますので、ご協力をお願いします。
　道路や歩道にはみ出した樹木などは、勝手に町で
伐採できませんが、倒木などにより道路の通行に支
障がある場合は、連絡なく伐採しますので、ご理解
をお願いします。　

お問い合わせ　役場ふるさと整備課　工務管理係（内線234）

お問い合わせ　生活環境課　環境推進係（内線282）

　町では、現在、標題の計画について、検討を進めています。計画の策定にあたり、町民の皆さんとの協働で行
うため、ご意見を募集します。皆さんの積極的なご意見をお待ちしております。

聖籠町一般廃棄物処理基本計画（案）への意見を募集します

閲覧場所
町のホームページのほか、①町役場１階　②町保健福祉センター　③町民会館　④町図書館の各閲覧場
所
※持ち出しやコピーはできません。貸出希望の場合は、担当課へお越しください。

意見提出用紙

意見の提出には閲覧場所に備え付けの用紙（町HPからもダウンロードできます）や町政ポストはがきを
ご利用ください。その際は、次の事項を記載してください。
①タイトル（「聖籠町一般廃棄物処理基本計画（案）への意見」）
②氏名・住所・連絡先（電話番号、またはメールアドレス）
③ご意見（何ページのどの部分かわかるように記載してください。）

提出方法 ◆郵送・ファクス・電子メール、閲覧場所の回収箱、生活環境課へ持参のいずれかの方法で提出してく
ださい。　※電話による意見等の受付は行いません。

応募資格 町内に居住している人および町内に通勤・通学している人

募集期間 ５月14日（木）まで（必着）

提出先 聖籠町生活環境課　〒957-0192　聖籠町大字諏訪山1635-４
FAX：0254-27-2119　E-メール：seikan@town.seiro.niigata.jp

その他 意見提出用紙に記載された個人情報については、今回の意見提出手続きの目的にのみ利用し、その取扱
いには十分に留意して他の目的には使用しません。その他、詳しくは町HPをご確認ください。
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

◎ 相談件数の推移
…116件

◎ 相談方法

電話 76件

来所 40件

◎ 誰についての相談か
（契約当事者は誰か）

自分 81件

家族 19件

その他 15件

◎ こんな相談をいただきました

通信販売 24件

・ SNSで広告を見て美容液を購入。定期購入ではないと書いてあったのに２回目が届き、解約す
ると違約金がかかると言われた。
・  動画投稿サイトで広告を見て国内ブランドのスポーツウェアを注文したら、明らかに偽物の粗
悪品が届いた。ショップに連絡がつかない。

電話勧誘 19件
・ 「２時間後に通信が遮断される」という電話がきた。
・ 「古い電話線を交換する」と言われて了承したのに、光回線への切替だった。
・ 副業に関する無料WEB相談を受けたら、高額なサポート契約を結ばされた。

多重債務 ７件 ・ 収入が減り、カードローンで生活費を補っていたが支払いが難しい。
・ 亡くなった家族に多額の借金があったことが判った。

出前講座のご案内出前講座のご案内
　地域の集まりなどに相談員を呼んでみませんか？みなさんのお役に立つお話をさせていただきます。
　「こんな電話があった」「こういう時はどう対応すればいい？」そんなおしゃべりも、もちろん大歓迎です。
　日時、場所、内容など、柔軟に対応しますので、お気軽にお問い合わせください。

※ 契約前・契約関係がな
いなど表やグラフの内
訳に入っていない相談
もあります。

◎ 契約当事者の年齢・性別

20
代
未
満

20

代

30

代

40

代

50

代

60

代

70
代
以
上

不

明

■女性 57名 ０ ３ ４ ６ 11 12 18 ３
■男性 50名 ０ ２ ２ ７ ８ 11 15 ５

（
人
）

0

5

10

15

20

25

30

35

消費者庁イラスト集より

～相談員よりひとこと～
　昨年度は「NTTや郵便局を名乗る不審な電話がかかってきた」というご連絡をたくさんい
ただきました。個人情報をねらった、特殊詐欺の予兆電話と思われます。
　対応方法や対策について、今後も広報などでお知らせしていきます。
　国際電話を止める手続きのお手伝いなどもしていますので、不安を感じている方はご相
談ください。

役場町民課
消費生活センター
☎27-1958（直通）

※来所の際は事前にお電話
いただけると確実です

令和 8 年 5 月
187

消 費 生 活
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交通安全に関することは
役場生活環境課

☎27-2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.288

今日も一日交通安全

　自転車関連の事故や自転車の違反による検挙件数が増えていることか
ら、16歳以上の自転車利用者に対して青切符の取り締まりが始まりました。
　自転車の運転者による反則行為には基本的に指導警告が行われますが、
交通事故につながる危険な運転をした場合など悪質・危険な行為について
は取り締まりの対象となり、青切符が交付されます。

【青切符（交通反則通告制度）】
　一定の交通違反をした場合、「青切符」と「反則金の納付書」が交付され、
納付書で反則金を納付すれば、刑事処分には付されないという制度です。

　５月は、自転車利用安全月間です。
　“自転車安全利用五則”を守り、安全な運転を心がけ、交通事
故を防止しましょう。
　自転車は、被害者にも加害者にもなりえる車両（軽車両）で
す。安全に利用するために“自転車安全利用五則”を守り、安全
な運転を心がけ、交通事故を防止しましょう。
　また、自転車の交通事故に対応した保険の加入が義務化され
ています。自転車の運転手が加害者となり、高額な賠償を負っ
た事例もあります。保険等に加入し、万が一に備えましょう。
　定期的に自転車を点検・整備し、安全な状態で自転車を利
用しましょう。

≡ 自転車安全利用五則 ≡
１　 車道が原則、左側を走行　

歩道は例外、歩行者を優先
２　 交差点では信号と一時停

止を守って、安全運転
３　夜間はライトを点灯
４　飲酒運転は禁止
５　ヘルメットを着用

自転車が歩道を通行できるのは…
　　①歩道に「普通自転車歩道通行可」の標識などがあるとき
　　②13歳未満の児童、幼児や、70歳以上の高齢者、身体が不自由な方が運転
　　③ 道路工事など車道の左側を通行するのが困難な場合や、著しく通行量が多く、かつ、車道の幅が狭

いなどで追い越し車両が接触の危険性がある場合など、普通自転車の通行の安全を確保するために
やむを得ないと認められた時

　　※歩行者にやさしい運転を心がけてください。

区分
年

2月
（うち高齢者数）

１月～ 2月累計
（うち高齢者数）

発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

令和８年 ３
（３） ０ ３　

（２）
５

（４） ０ ５
（２）

令和７年 ３
（０） ０ ５

（０）
４

（０） ０ ６
（０）

増　減 ０
（３） ０ －２

（２）
１

（４） ０ －１
（２）

町の交通事故発生状況

　こくみん共済COOP新潟推進本部様か
ら、横断旗を寄贈いただきました。ありが
とうございます。
　町の大切な子どもたちをはじめ町民の皆
さんの安全のため、町内の横断歩道に設置
します。
　また、交通安全
教室でも活用して
いきます。

普通自転車
歩道通行可

標識

　自転車に乗るときは、おとなもこど
ももヘルメットを着用しましょう。
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

総
務
課

３
月
23
日
（
月
）

■
参
議
院
選
挙
に
係
る

県
選
挙
管
理
委
員
会
表
彰
受
賞

昨
年
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議

員
通
常
選
挙
に
お
い
て
前
回
比
で
投

票
率
が
上
回
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
県
選
挙

管
理
委
員
会
か
ら
優
良
管
理
団
体
と

し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

４
月
１
日
（
水
）

■
辞
令
交
付
式

令
和
８
年
度
で
人
事
異
動
の
あ
っ

た
職
員
に
対
し
て
町
長
な
ど
か
ら
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
名
の
新
採
用
職
員
が
入

庁
し
ま
し
た
。

子
ど
も
教
育
課

３
月
25
日
（
水
）

■
令
和
８
年
聖
籠
町
教
育
委
員
会

第
３
回
定
例
会

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
に
つ
い
て

町
の
動
向

町
の
動
向

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

役
場
休
日
・
夜
間
窓
口

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受

け
取
り
、
申
請
や
住
民
票
の
交

付
な
ど
通
常
の
時
間
内
に
来
庁

が
困
難
な
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

受
付
で
き
る
業
務
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
担
当
窓
口
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

【
５
月
の
休
診
日
】

５
月
11
日
（
月
）
１
日

５
月
25
日
（
月
）
１
日

ご
理
解
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
２
７-

１
２
３
４

役
場
１
階

町
民
課

【
５
月
の
休
日
役
場
窓
口
】

５
月
９
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

【
５
月
の
夜
間
窓
口
】

５
月
27
日
（
水
）午

後
８
時
ま
で

役
場
町
民
課

町
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
内
線
１
１
１
）

・
聖
籠
町
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策

定
に
つ
い
て

・
職
員
の
分
限
休
職
処
分
の
決
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
教
育
委
員
会
事
務
局
組
織

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関

す
る
要
綱
等
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
園
に
お
け
る
医
療
的

ケ
ア
実
施
要
綱
の
制
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
教
職
員
が
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
に
従
事
す
る
場
合
の
兼

職
兼
業
の
許
可
に
関
す
る
要
綱
の

制
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
の
教
育
職
員
に
関

す
る
業
務
量
管
理
・
健
康
確
保
措

置
実
施
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
社
会
体
育
施
設
条
例
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

・
令
和
８
年
度
聖
籠
町
育
英
資
金
貸

与
者
の
選
考
に
つ
い
て

以
上
の
項
目
に
つ
い
て
審
議
・
協

議
し
ま
し
た
。

な
お
、
定
例
会
の
議
事
録
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

農
業
委
員
会

３
月
25
日
（
水
）

■
農
業
委
員
会
第
26
期

第
13
回
総
会
開
催

・
農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
許

可
申
請
に
つ
い
て
・
・
・
・
７
件

・
農
用
地
利
用
集
積
等
促
進
計
画
に

係
る
意
見
に
つ
い
て
・
・
・
23
件

・
令
和
８
年
度
聖
籠
町
農
業
委
員
会

事
業
方
針
並
び
に
事
業
計
画

（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

・
令
和
８
年
度
最
適
化
活
動
の
目
標

の
設
定
等
（
案
）
の
承
認
に
つ
い
て

以
上
４
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。

表彰状を受け取る布施敏勝町選挙管理委員長

町長から辞令を受け取る新採用職員

町
長
の
動
向
（
５
月
分
）

8
日
第
86
回
新
潟
県
小
学
校
校
長

会
代
議
員
会
新
発
田
・
胎
内
・

聖
籠
大
会

12
日  

全
国
道
路
利
用
者
会
議
第
78

回
定
時
総
会

13
日  

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会

全
国
協
議
会
総
会

命
と
暮
ら
し
を
守
る
道
づ
く

り
全
国
大
会

17
日
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

18
日
6
月
補
正
町
長
査
定

19
日
新
採
用
職
員
研
修
講
話

20
日
聖
籠
町
商
工
会
総
会

22
日  

聖
籠
海
岸
水
難
防
止
連
絡
協

議
会

 
 

新
潟
東
港
聖
籠
地
区
立
地
企

業
連
絡
協
議
会
総
会

26
日  

新
発
田
地
区
緑
化
推
進
協
議

会
総
会

聖
籠
町
建
設
業
協
会
総
会

27
〜
28
日

日
本
港
湾
協
会
定
時
総
会
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INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図　書　館　　☎27－6166
町保健福祉センター
　保健福祉課　☎27－6511
　長寿支援課　☎20－7433
上下水道課　　☎27－5141
（上水道管理棟）
診　療　所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O RM A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階第１会議室
◆行政相談
　12日（火）午前10時～11時30分

役場総務課（内線225）

ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談（随時開催）
◆無料弁護士相談
　28日（木）午後１時～４時

聖籠町社会福祉協議会
　☎28-7110

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳６ヶ月児歯科健診
　18日（月）午後１時20分～
○２歳児歯科健診
　19日（火）午後１時20分～
○３歳児健診
　25日（月）午後１時～
○乳児健診
　29日（金）午後１時～

◆学級
○育児学級
　21日（木）午後１時15分～

保健福祉課（町保健福祉センター内）
　☎27-6511

聖籠子育て
アプリ登録は
こちら！

５  月   の   行   事

　人が人として生まれながらに持っている権利を「人権」といいます
が、いじめや差別など、人権が侵されたときの身近な相談相手として、
国（法務大臣）から委嘱された人のことを「人権擁護委員」といいます。
　令和７年第４回議会定例会において、渡辺富子
さんを人権擁護委員として再任することについて
同意がなされました。
　なお、聖籠町ではほかに、佐久間千都さん、佐
久間孝一さん、堀めぐみさんが人権擁護委員とし
て活動しています。
　人権に関する困りごとがありましたら、お気軽
にご相談ください。相談は無料で秘密は厳守され
ます。

人権擁護委員委嘱のお知らせ

渡辺富子さん

　６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。
　新発田人権擁護委員協議会及び新潟地方法務局新発田支局では、例
年６月１日の「人権擁護委員の日」を中心として人権尊重の意識を高め
るために啓発活動を実施しています。
　町では、令和８年度も特設人権相談所を下記の日程で開設します。
相談は無料で秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

開設予定日
時　　　間 場　　所 担　当　者

令和８年６月４日（木）
午後１時から
午後３時まで

役場１階
会議室

聖籠町内に在住の
人権擁護委員

令和８年７月２日（木）
午後１時から
午後３時まで

令和８年10月９日（金）
午後１時から
午後３時まで

令和８年12月４日（金）
午後１時から
午後３時まで

≪相談内容≫
　相続・離婚・離縁・親子間の問題・近隣問題・いじめ・いやがらせ・
名誉侵害などの心配ごとや、困りごと　

人権擁護委員による
特設人権相談所を開設します

お問い合わせ　役場町民課　町民サービス係（内線114）
　　　　　　 　新潟地方法務局　新発田支局☎24-7102
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

　毎年５月12日は「民生委員・児童委員の日」です。この日から始まる１
週間を「活動強化週間」としたものです。
　現在の民生委員・児童委員の人数は24名。厚生労働大臣によって委嘱
されています。

あなたの心配ごとを解決するお手伝いをします
　民生委員・児童委員は、住民の最も身近な相談・支援者であり、無報
酬で活動しているボランティアです。
　また、子ども、子育て家庭に関することを専門に活動する主任児童委
員の方もいます。
　生活上の問題など“何かに悩んでいるとき”は、ぜひお近くの民生委員・
児童委員にご相談ください。

秘密は守られます
　民生委員・児童委員は法律で個人の秘密を守ることが義務づけられて
います。相談内容などを口外することはありませんので、安心してお気
軽にご相談ください。

聖籠町民生委員・児童委員の皆さん（敬称略）
氏　　名 担当行政区

鈴　木　康　子 四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野
吉　井　聡　子 丸潟、桃山
渡　邉　　　朗 山倉、苔沼
臼　井　信　二 本諏訪山、本大夫、中の橋、本三賀
大　野　幸　一 山諏訪山、山大夫
本　間　恭　子 蓮潟
五十嵐　順　子 蓮潟、蓮潟新田
長谷川　玉　子 ひばりが丘、 尾沢ケ丘、稲の平、聖中ケ丘
圓　山　昌　晴 蓮野、甚兵衛橋
中　村　政　雄 八幡、別條
田　中　眞佐人 二本松
中　村　耕　次 山三賀、東山、正庵  、外畑
加　藤　繁　夫 杉谷内、大夫興野
手　嶋　京　子 藤寄
坂　上　利　夫 旭ヶ丘
神　田　礼　輔 網代浜
佐々木　イイ子 網代浜
髙　橋　あけみ 亀塚
國　兼　伸　生 亀塚
田　村　八四男 次第浜
宮　下　洋　子 次第浜
後　藤　芳　廣 次第浜、汐美台
佐　藤　直　子 全学校区担当の主任児童委員
渡　邊　恵　子 全学校区担当の主任児童委員

５月12日は
「民生委員・児童委員の日」です

聖籠町民生委員児童委員協議会
（保健福祉課（町保健福祉センター内））☎27-6511

（注 1） 町役場へ届出を提出された方で届出の際にご
承諾をいただいた方のみ掲載しております。

（注 2） 略した文字で掲載する場合があり、戸籍の氏
名と異なることがあります。ご了承ください。

 ３ 月の届出
げんきなよい子

出　生

樹生 ちゃん

望絃 ちゃん

羽瑠 ちゃん

琥太郎 ちゃん

凪生 ちゃん

莉子 ちゃん

日向 ちゃん

日葵 ちゃん

（庄司　勇樹）

（原口　慶司）

（髙松　翔也） 

（近藤　　茜）

（渋谷　悠旦）

（青木　貴大）

（山本　智究）

（山本　智究）

聖中ケ丘

山大夫

山諏訪山

網代浜

二本松

蓮　潟

山大夫

山大夫

赤ちゃん 保護者 行政区

ごめいふくをお祈りします
死　亡

二　宮　崇 倶さん

小　林　乙 吉さん

佐々木　敏 治さん

髙　橋　敬 子さん

細　山　治 子さん

武　田　タケ子さん

戸　石　キヨミさん

土　田　浪 子さん

宮　澤　紀 子さん

（88歳）

（88歳）

（91歳）

（84歳）

（68歳）

（94歳）

（83歳）

（84歳）

（85歳）

蓮　野

亀　塚

次第浜

網代浜

亀　塚

別　條

網代浜

真　野

網代浜

氏　名 年齢 行政区

幸せ多い人生を
婚　姻

新郎・新婦 行政区
石　口　侑 弥 さん
（石　栗）杏 佳 さん

網代浜｝
髙　橋　勇 輝 さん
（岸　田）和佳奈 さん

網代浜｝
伊　藤　春 樹 さん
（高　桑）春 佳 さん

二本松｝
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春の総合健診が始まります！

・ 保健福祉課（町保健福祉センター内）
健康推進係　☎27-6511

アンコンシャス・バイアスに
気づこうとする大切さ

　私たちは、何かを見たり、聞いたりし
たときに、無意識に「こうだ」と思い込む
ことがあります。これが、アンコンシャ
ス・バイアス（無意識の思い込み）です。
　例えば、次のように思うことはありま
すか？
□□ 「親が単身赴任中」と聞くと、父親のこ
とだと思う

□□ 「私にはどうせ無理」と思うことがある
□□ 性別による向き、不向きがあると思う
　これらは、いずれもとっさに思ったこ
とと、実際とが違う場合があり、アンコ
ンシャス・バイアスとなりうる例です。

　アンコンシャス・バイアスに気づかず
にいると、いったい何が問題となるの
か？いったいどのようなネガティブな影
響に発展する可能性があるのか？という
ことです。
　例えば、「私にはどうせ無理だ」など、
自分に対するアンコンシャス・バイアス
に気づかずにいたとしたら、挑戦する機
会を逃したり、自分の可能性を挟めたり、
成長の機会を逃すなど、様々な影響が考
えられます。
　また、「女性には無理だ」など、相手に
対するアンコンシャス・バイアスに気づ
かずにいたとしたら、相手を知らぬ間に
傷つけてしまったり、活躍の機会を奪う
などの影響が考えられます。
　アンコンシャス・バイアスは、自分や
相手など対象によって、またその状況に
よっても無数にありえるため、考えられ
る影響も多岐にわたります。組織や社会
の面でみると、一人ひとりが生き生きと
活躍できなくなったり、人権侵害やハラ
スメント、コンプライアンス違反、新し
い技術や商品が生まれなくなるといった
ことがあげられます。また、個人の面で
みれば、キャリアや人間関係、生き方な
どに影響する可能性もあります。

　何気ない思い込みに気づくことが、は
じめの一歩です。日々の中で少し意識す
ることで、見え方や接し方が変わってい
きます。その積み重ねが安心して暮らせ
る地域をつくります。少しずつ取り組ん
でいきましょう。
※ 記事の一部は、内閣府男女共同参画局発行の「共
同参画」から引用

役場総務課　総務管理係（内線222）

　５月から健診が始まりますので、お手元に案内が届きました
らご確認ください。

検診の種類 日程 会場・受付時間

・特定健診
・胸部レントゲン
・胃がん検診
・大腸がん検診
・前立腺がん検診

５月

８日（金）
【会場】町保健福祉センター
【受付時間】
午前８時～10時30分
※ 混雑緩和のため、受付時間
を割り振ってご案内してい
ます。

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

＜大腸がん検診について＞
・ 春の大腸がん検診の容器受け取りの最終日は、５月14日（木）
となっています。
事前の容器の受け取りをおすすめします。

案内してい

女性のがん検診を受けましょう！
　婦人科検診（子宮頸がん検診・乳がん検診）は、２年に１度受
けることができる検診となっています。昨年度受けていない方
は、ぜひ申し込みください。事前に申し込みが必要です。申し
込み済みの方には、案内と個人記録票を送付します。

名称 対象年齢 実施期間 料金 会場

子宮頸
がん
検診

20歳以上の
女性 ６月～12月 1000円

委託医療機関３か所
・関塚医院
・ 富田産科婦人科ク
リニック
・豊栄病院

乳がん
検診

40歳以上の
女性 ７月～12月 1000円 下越総合

健康開発センター

※ 令和７年度受診者は本年度受診できません。（無料クーポン
対象年齢を除く）
　 70歳以上の方、障がい者手帳をお持ちの方、生
活保護世帯の方は無料です。

骨粗しょう症検診は12月に実施します！
　骨粗しょう症検診は、受診歴にかかわらず、令和９年３月末
で40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の女性の方
を対象として、12月に実施します。詳しくは対象の方に11月
頃案内はがきを送付します。
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

みんなで救急医療を守りましょう
１． 気軽に何でも相談できる「かかりつけ医」を持ちましょう。
２．可能な限り、かかりつけ医療機関の診療時間内で受診しましょう。
３．休日・休日の夜間で比較的症状が軽い場合は、「新発田地区救急診療所・休日救急歯科診療所」を利用しましょう。
４． 新潟県立新発田病院の救急救命センターを受診する場合は、選定療養費（初診時：税込7700円）のご負担が必要です。

　令和８年４月から、新発田地区救急診療所の診療日及び診療科目が変更になりました。
可能な限りかかりつけ医療機関の診療時間内での受診にご協力をお願いいたします。
内科・小児科：平日夜間の診療は、インフルエンザ等感染症の流行期である12月～２月の期間のみ
外　　　　科：廃止

―新発田地区救急診療所からのお知らせ―

診療科 診療日 受付時間

内科
小児科

平日（夜間） 12～２月のみ 午後７時30分～午後 ９時30分
土曜日（夜間） 通年 午後６時30分～午後 ９時00分

日曜日・祝日
お盆・年末年始 通年

午前９時00分～午前11時30分
午後１時30分～午後 ４時30分
午後６時30分～午後 ９時00分

外科 廃　　　　　　止

歯科 日曜日・祝日
お盆・年末年始 通年 午前９時00分～午前11時30分

午後１時30分～午後 ４時30分

診

小

『新発田地区救急診療所・休日
救急歯科診療所』は、こちら

新発田市本町1-16-14
（県立新発田病院向かい）

☎0254-23-8350

お問い合わせ
保健福祉課（町保健福祉センター内）

地域保健係　☎27-6511

意識がないとき、呼吸困難であるとき、
胸が痛いとき、激しく頭が痛いとき

こんなときには迷わず119番に通報し、救急車を要請してください

聖籠町出産費用支援制度のご案内
１　対象者
　（１）　令和８年４月１日以降に出産した方（妊娠85日以上の流産及び死産を含む）
　（２）　 加入する健康保険の保険者から支給された出産育児一時金、高額療養費、追加給付金を足した金額よりも医療機

関に支払った出産費用が高額な方
　（３）　出産日以前から町内に住所を有し、かつ、申請をした日において引き続き町内に住所を有している方
２　助成額
　上限額５万円まで。
　 　医療機関に支払った出産費用から加入する健康保険の保険者から支給された金額（出産育児一時金、高額療養費、追加
給付等）を差し引いた金額（上限５万円）を助成します。

３　申請手続き
　 　聖籠町出産費用支援交付申請書と下記に記載したものを添えて申請してください。
　（１）　医療機関から発行される出産費用の領収書と明細書
　（２）　出産した方の加入する保険が分かるもの（資格確認証・マイナポータルに記載の資格情報画面など）
　（３）　保険者から高額療養費や追加給付を受けた場合は、それを証明するもの
　（４）　出産育児一時金の受給を証明するもの

（注意）
出産日から６ヶ月以内に申請してください。
上記の提出書類で助成金が確認できない場合は、他に必要書類をお願いする場合があります。

＜提出する書類＞　
上記のほか、申請書の記入時に通帳など振込先口座がわかるものが必要です。
４　助成の決定等
　 　助成の承認・不承認については、申請した翌月に郵送でお知らせします。また、承認の場合は、申請した翌月末に助
成金を振り込みます。

・ 保健福祉課（町保健福祉センター内）健康推進係　☎27-6511
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　公共下水道は生活環境の向上や河川等の水質保全などを目的として整備されますが、皆さんに接続していただ
いて初めて効果が表れます。現在、下水道が整備されている地域において、くみ取り式トイレや単独・合併浄化
槽を使用している場合は下水道接続についてご理解をいただき、早めの接続をお願いします。
　また、町上下水道課では、町民の皆さんが健康で快適な生活をおくることができるよう、安全・安心でおいし
い水の安定供給に努めています。まだ加入していない方は、安心して利用できる上水道に加入しましょう。
　下水道への接続や上水道への加入をお考えの方は、「聖籠町暮らし応援事業」（６月30日
（火）募集締切）により下水道接続費用や上水道切替費用の一部について補助を受けられる場
合があります。事業の詳細につきましては、町ホームページまたは、全戸配布されたチラ
シをご覧ください。（「聖籠町暮らし応援事業」のお問い合わせ　役場産業観光課　地域振興
係（内線122））

お問い合わせ　上下水道課（上水道管理棟内）　☎27-5141

下水道への接続及び上水道の加入を推進しています下水道への接続及び上水道の加入を推進しています

帯状疱疹ワクチン任意接種費用の一部を助成します
　令和８年度に65歳以上になる方で、帯状疱疹ワクチンの定期接種対象外の方が任意で接種した場合の費用を一
部助成します。

■助成対象となる方
　・接種日時点で町内に住所がある65歳以上の方
　・定期接種対象外の方
　　（定期接種対象者は、年度末年齢65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳の方）
　・過去に帯状疱疹ワクチン接種に対する助成を受けていない方
　　帯状疱疹ワクチン助成は生涯１度限りです。
任意接種で助成を受けた方は、将来的に帯状疱疹ワクチンの定期接種年齢に達した場合でも、定期接種の助成

対象にはなりませんのでご注意ください。

■助成内容
　接種にかかった費用から、定期接種と同じ自己負担額を引いた金額を助成します。
　ワクチンの種類は、生ワクチン（１回接種）または不活化ワクチン（２回接種）のどちらか一方の助成を受けられ
ます。
　（具体例）接種費用―自己負担額＝助成額
　・生ワクチン（助成回数１回）
　　接種費用：8487円の場合　自己負担額：4950円　助成額：3537円
　・不活化ワクチン（助成回数２回）
　　接種費用：２万785円の場合　自己負担額：１万8150円　助成額：2635円
※接種費用は医療機関によって異なります。
※不活化ワクチンの場合、標準として１回目の接種から２か月経過後に２回目を接種します。

■助成申請締め切り
　申請締め切りは、令和９年３月31日までの分が助成対象です。接種を希望の方は、早めに接種してください。

≪申請に必要なもの≫
　① 医療機関が発行した領収書・明細書（接種を受けた人の氏名が入っていること・接種ワクチン名が入っていること）
　②通帳（振込先口座がわかるもの）
　※領収書がないと助成を受けられませんので、大切に保管してください。

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センタ－内）健康推進係　☎27-6511
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

環境パトロールボランティアを
募集しています

令和８年度の補助金申請の受付を
開始しました

公園・道路などの散乱ごみ収集や、環境に関する情報提供活動を行う登録制の環境パトロー
ルボランティアを募集しています。きれいで魅力的なまちづくりを推進していきましょう。

【対象】 町内に在住の方、または町内の事業所に勤務している方で町内の環境美化に関心
がある18歳以上の方

【手順】
① 環境パトロールボランティアに興味がある方は、役場生活環境課にお越しいただき、
登録申請をお願いします。
② 登録申請後、必要に応じてトングの貸与や、ボランティア用ごみ袋を支給しますので、
それらを活用してごみ拾いを実施してください。
③ 収拾したごみをごみステーションに出した後に、生活環境課に実施報告書を提出して
ください。

２８１

お問い合わせ
総合政策課　政策係
（内線261）

聖籠町の

結婚新生活支援補助金

結婚活動支援補助金

◀結婚新生活
　支援補助金
　ホームページ

◀結婚活動
　支援補助金
　ホームページ

◀ハートマッチ
　にいがた
　ホームページ

結婚新生活にかかる経費を最大60万円補助します！
対　　象 令和８年１月１日～令和９年３月31日に婚姻した世帯

補 助 額　・夫婦ともに29歳以下の世帯：最大60万円
　　　　　・上記以外の39歳以下の世帯：最大30万円

主な要件 ・夫婦ともに婚姻日における年齢が39歳以下
　　　　　・夫婦の年間合計所得金額の合算額が500万円未満
　　　　　　（※年収でいうと、夫婦で677万円～700万円台前半が目安です）
　　　　　・所定の講座などを受けること

対象経費 ・結婚に伴う住宅の取得・リフォーム・賃借費用及び引っ越し費用

「ハートマッチにいがた」の入会登録料２分の１（半額）を補助します！
対　　象　令和８年４月１日以降に新潟県の婚活マッチングシステム
　　　　　「ハートマッチにいがた」に入会登録をした方（再登録含む）

主な要件　・入会登録時に聖籠町に住民登録している
　　　　　・過去にこの補助金を受けたことがない

※ 令和８年４月から、20歳から39歳までの方の入会登録料は無料となりました。詳しくは、にいがた出会いサポー
トセンター（☎025-384-4151）へお問い合わせください。

婚姻前・引っ越し前にも
事前相談ができます。
お気軽にお問い合わせく
ださい。

★補助の例★
通常登録料１万1000円を支払い
➡5500円を補助します！

17　R8.5 広報聖籠



聖籠町食料・農業・農村基本計画を改定しました
　町では、農業を取り巻く環境や制度が大きく変化している中、食料・農業・農村の現状と課題を明らかにし、『聖
籠町食料・農業・農村基本条例』が掲げる振興施策を実現するため、平成26年３月に「聖籠町食料・農業・農村基
本計画」を策定しました。
　この計画は、概ね５年ごとに見直し、所要の変更をするものとされています。平成31年３月の見直しから５年
以上が経過することから、令和７年度に見直し作業を行い、必要な改定を行いました。
主な改定内容
　国の『食料・農業・農村基本法』の改正内容を踏まえ、本計画の施策体系について、食料・農業・農村の各分野
に加え、新たに「環境」の分野を追加し、整理しました。また、聖籠町総合計画などの関連計画との整合を図ると
ともに、町民アンケートの結果を反映し、本計画の基本目標および施策目標を見直しました。
パブリックコメントの実施結果
　本計画（案）について、２月13日（金）から３月14日（土）までパブリックコメントを実施しましたが、意見の提出
はありませんでした。

　本計画は、町ホームページに掲載していますので、右の二次元コードからご覧ください。

お問い合わせ　役場産業観光課　農業振興係（内線126）

自転車用ヘルメット購入補助金事業を実施しています
　町では自転車用ヘルメット購入費用を補助しています。自転車事故は
　　　・自転車事故で亡くなられた方の約5割が頭部に致命傷を負っている。
　　　・ヘルメット有りに比べてヘルメット無しの場合、致死率・重症率が約1.7倍高い。
という特徴があり、命を守るために自転車用ヘルメットは非常に重要です。補助金を利用して購
入してみてはいかがでしょうか。

注意！
お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線283）

　令和８年４月１日以降に購入された物が対象となります。すでに購入された方で補助金を利用し
たい方は申請をお願いします。

対 象 者 令和９年３月31日（水）時点で18歳以下である町民の方
注：中学生通学用ヘルメット購入補助金との重複受給はできません。

対 象 物 　令和８年４月１日（水）から令和９年３月31日（水）までの期間に購入し、以下のいずれかの安全
基準の認証を受けている新品の自転車ヘルメット

補助金額 ・自転車ヘルメットを購入した費用の２分の１（100円未満切捨）
   注：ポイント等を使用した場合、割引後の金額が購入費用になります。
・使用者１人につき上限1000円

申請期限 令和９年３月31日（水）
申請に必要な書類

・申請書（右記二次元コードからダウンロード可能です。窓口でもお渡しします。）
・対象者の住所・氏名・生年月日がわかる身分証明書類
・ヘルメットの購入日・金額・品名がわかる領収書（レシート）
・ヘルメットに付いている安全認証マークの写真

注： オークションや
個人間売買、譲
渡品、未使用品
含む中古品は対
象外です。

町ホームページ
はこちら
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

お申し込み・お問い合わせ　役場ふるさと整備課　都市計画係（内線235）

住宅の耐震化、大丈夫ですか？
木造住宅の耐震診断が無料でできます
また、耐震改修工事費への一部補助を行っています
　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修に要する費用の一部を補助して
います。
　耐震診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は
人間にたとえると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を
受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断さ
れた住宅に対し、耐震改修工事費への一部補助も行っています。

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

耐震診断 耐震改修

対象となる
建築物

■建築物（次のすべてに該当）
① 昭和56年５月31日以前に、町内で建
築、または工事に着手した木造住宅

② 一戸建ての住宅であること（店舗や事
務所などを兼ねた住宅の場合は、延べ
床面積の半分以上が住宅部分のものに
限る）

③ 地階を有しない地上２階建て以下の住
宅であること

④ 国土交通大臣などから特別な認定を受
けた工法によって建築された住宅でな
いこと

■耐震改修にかかる下記の経費
①耐震改修工事費
② 耐震改修工事を行うために必要となる既存仕上げ
等の撤去、再仕上げ等に要した費用
③工事監理費

・ 設計費用については自己負担となります。また、補
助金の申請を行う前に耐震設計士（建築士会北蒲原
支部のエリアで登録されている耐震診断士であっ
て、耐震設計を行う者）が耐震設計を行い、町から
その設計内容の承認を受けたものに基づいた耐震
改修工事が補助の対象となります。

対象者 町内に住所を有し、かつ、補助の対象となる建築物を所有する方で町税を完納している方

募集期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

５月７日（木）～５月28日（木）
毎年４月から12月末日まで

（年度内に耐震改修事業が完了し、かつ、関係書類の
提出が可能な場合は、この限りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額

■申請者負担額

無料
■町補助額
耐震改修に係る費用の２／３
（上限100万円）

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
② 建築年次及び建物の延べ床面積が判断
できる書類の写し

　 （登記簿謄本、建築確認済証・検査済証、
課税証明書等）

③申請者の町税の納税証明書（前年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写
③耐震改修に要する費用の見積書の写し

耐

ステップ１ ステップ２
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英語検定・漢字検定・数学検定の
検定料を全額補助します！

お問い合わせ　教育未来課（内線303）
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　町では、児童生徒の学習意欲の向上と個々の個性や能力の伸長を図るため、次の検定料について下記の
とおり、予算の範囲内で補助します。

１　対象の検定について
　・英語検定：公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定
　・漢字検定：公益財団法人日本漢字能力検定協会が実施する日本漢字能力検定
　・数学検定：公益財団法人日本数学検定協会が実施する実用数学技能検定

２　対象者について
　他の補助金の交付を受けていない者であって、次のいずれかに該当する者とします。
　（１）　検定受検日において町内の小中学校に在籍している児童生徒の保護者
　（２）　 町外の小中学校（特別支援学校を含む。）に在籍している児童生徒の保護者で、当該児童生徒の検定

受検日において聖籠町内に住所を有している者

３　補助金について
　（１）　検定料を全額補助します。
　（２）　児童生徒１人につき同一年度内においてそれぞれの検定について１回のみ補助します。

４　申請について
　次の書類を聖籠町教育委員会 教育未来課へ提出（直接持参または郵送）してください。（郵送する際の郵
送代は各自でご負担ください。）申請期間は、毎年度の２月末までとします。
　（１）　 聖籠町検定料補助金交付申請書兼実績報告書（聖籠町ＨＰ→申請書等ダウンロード→教育未来課

より入手できます。）
　（２）　検定の受験票又は領収書等の写し
　（３）　委任状（申請者と振込先口座の口座名義人が異なる場合のみ）

５　その他
　ご不明な点がありましたら、下記お問い合わせ先までお知らせください。
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他
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お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線282）

　地域の火災などによる被害を防ぐために日々
訓練を積み、私たちの生活を守る町の消防団。
今年度は、新入団員15名（うち女性２名）及び新
幹部１名が加わり、班長13名が変わりました。　
　今年度も火災や災害時における消防団活動
に加え、日頃から町内を巡回し、火災予防を
呼びかけることで地域の火災予防意識の向上
を目指していきます。
※ 空気が乾燥し、火災が発生しやすくなって
います。地域、家庭でも火災予防をお願い
します。

令和８年度の聖籠町消防団新体制
職　名 氏　名

団長 阿部　孝平

副団長（教育主幹兼務） 新保　裕司

副団長 細貝　泰成

訓練部長 肥田野哲也

技術部長 遠藤　　寿

第一分団長（予防部長兼務） 熊倉　将樹

第二分団長 小嶋　徳明

職　名 氏　名

第三分団長 新保　良先

第四分団長 田中　和行

第一分団副分団長 五十嵐　光

第二分団副分団長 高橋　重一
（新任）

第三分団副分団長 深井　恵太

第四分団副分団長 平野　信晴

　聖籠町では新発田地域広域事務組合火災予防条例により林野火災注意報・警報が発令された場合、皆さんへ
SNSやホームページを活用し、周知を行っていきます。発令の基準については以下のとおりです。町内で火災が
起きないよう、皆さんのご協力をお願します。

林野火災注意報・警報の発令について

【注意報】
①前３日間の合計降水量が１mm以下　かつ前30日間の合計降水量が30mm以下
②前３日間の合計降水量が１mm以下　かつ乾燥注意報が発表
　※基準に達した場合でも、当日に降水、積雪が見込まれる場合は総合的に判断します。
【警報】
①注意報発令基準に加え、強風注意報が発表された場合

【遵守事項】
　注意報発令時は以下の事項を守るよう努めてください。
　警報発令時は以下の事項を遵守してください。なお、警報時における火の使用の制限に従わない場合は、罰則
が科せられます。（30万以下の罰金または拘留）
①山林、原野等において火入れをしないこと。
②花火の打ち上げ又は仕掛けをしないこと。
③屋外において火遊び又はたき火をしないこと。
④屋外において引火性又は爆発性の物品その他の可能性の付近で喫煙をしないこと。
⑤山林、原野等の場所で喫煙をしないこと。
⑥残火（たばこの吸殻を含む）、取灰又は火粉を始末すること。

お問い合わせ　役場生活環境課　地域安全係（内線281）
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・
聖籠町地域包括支援センター
（町保健福祉センター内）

☎27-6521

【認知症事業に
ご参加にあたってのお願い】

・ 事前に下記までお申し込みをお願
いします。
・ 悪天候などにより、中止となる場
合があります。その際は申し込み
された方へご連絡いたします。

参加費無料

認知症に関する事業の
ご案内

　認知症の人やご家族、地域の方な
どどなたでも気軽に参加できる場
です。
　お茶を飲みながら一緒に交流し
ませんか？
　認知症の相談もできます。
５月18日（月）

　午後１時30分～３時
町保健福祉センター

「オレンジカフェせいろう」
（認知症カフェ）

　認知症の人などを介護する家族
が集まり、日頃の介護の悩みや医
療・介護サービスなどについて相
談、情報交換できる場です。
５月18日（月）

　午前10時30分～正午
町保健福祉センター

認知症の人を介護する
家族のつどい

ー

「聖海荘deお茶の間」 無料開放
大好評！！

聖海荘deお茶の間　とは？
　聖籠町内では、こころや体を丈夫に保つために効果的な「地域の
お茶の間」の活動が広がっていて、皆さんで集まっておしゃべりし
たり、お茶のみをすることで介護予防や認知症予防につながるほ
か、コロナ禍で減ってしまった集まりの場として参加者の楽しみ
のひとつになっています。
　その中のひとつとして、聖籠町民誰もが気軽に集まることが出
来る集まりの場が「聖海荘deお茶の間」です。皆さまお誘いあわせ
のうえ、ぜひご利用ください！

とき ６月12日（金）
午前10時～午後２時

６月26日（金）
午前10時～午後２時

ところ 老人福祉センター　聖海荘　大広間

送迎バス
申込期限 ６月５日（金） ６月19日（金）

※ 各回、全町を対象に送迎バスを運行します。送迎が必要な方は
聖海荘（☎27-7838）に事前にお申し込みください。

　７月以降の予定も決まり次第、広報などでお知らせします。

ご利用方法
申し込み・参加費とも不要です。
聖籠町民であればどなたでもご利用できます。
ご希望の方には送迎バスを運行します。申し
込みのあった方には、 後日、送迎場所（集落
公会堂など）、乗車時間をお知らせします。
　※申し込みが多数あった場合は、時間を調整させてい
ただくこともあります。

　※自家用車での来館も可能です。
バスは聖海荘へ10時着のお迎え便、聖海荘を午後２時15分発の
お送り便のみとなります。
お食事はありませんので、各自ご用意ください。お弁当などの
持ち込みは可能です。
　※お酒を飲むことも可能です。
聖海荘のお風呂のご利用はできません。
午前10時から午後２時の間は、おしゃべりや軽い運動、お昼寝
などご自由にお過ごしください。
　※カラオケ・将棋や麻雀セットもございます！
　※BS放送も視聴可能です！

お問い合わせ
長寿支援課（町保健福祉センター内）高齢福祉係　☎20-7433
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

　町では、「フレイル予防」のために、新潟聖籠病院の監修で「せいろう元気アップ体操」をつくりました！
　今年度より月１回、理学療法士指導のもと、「せいろう元気アップ体操」の教室を始めます。この機会に一緒に
体操しませんか。皆さんの参加をお待ちしています。

聖海荘には入浴施設があります。体操の後、「お風呂で汗を流してリフレッシュ」してはいかがでしょうか。

参加者大募集！！

『聖海荘deぽかぽか健康教室』を開催します

５月20日（水）　
　午前10時～11時30分（受付：９時45分）
老人福祉センター聖海荘　大広間
「せいろう元気アップ体操」の実技及び講話
　講師：新潟聖籠病院
　　　　リハビリテーション技術科
　　　　理学療法士　松川　学 氏
　　　　理学療法士　榎本 大輝 氏
町民　　
無料

35人
⑴タオル、水分補給の飲み物を持参してください。

　⑵各回、全町を対象に送迎バスを運行します。
　　送迎が必要な方は事前にお申し込みください。
　　（送迎の申し込みが多数あった場合先着順となります。）
　⑶次回の予定：６月10日（水）
 ５月13日（水）までに下記お問い合わせ先へお申し込みく
ださい。

お問い合わせ　聖籠町地域包括支援センター（町保健福祉センター内）　☎27-6521

５月22日（金）　
午前10時00分～　※１時間程度

聖海荘（ バスでの送迎をご希望の方は、５月15日（金）まで
に聖海荘へご連絡ください。☎27-7838）

講師 かえつ在宅歯科医療連携室
　　歯科衛生士　近藤　さとみ 氏

聖海荘deお茶の間からお知らせ

お問い合わせ　長寿支援課　高齢福祉係　☎20-7433
　　　　　　　聖籠町社会福祉協議会　☎28-7110

歯科衛生士による「口腔ケア講座」開催！
　人生の楽しみはお口から！健康は健口から！！
　虫歯や歯周病だけでなく、さまざまな疾患を防ぐためにも大切と言われるお口の健康を守るポイントを
お伝えします。
　町民どなたでもご参加いただけますので、みなさまお誘いあわせのうえ、お気軽にお越しください。
※申し込み・参加費ともに不要です。
　特典：参加者全員へ舌ブラシをプレゼント！

健康も

楽しい食事も

良い歯から♪

美味しく食べて、

楽しくおしゃべり

するために役立つ情報を

教えてもらいましょう！
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　地域で活動する食育ボランティア「食は味
ミ

楽
ラ

来
クル

サ
ポーターズ」の調理実習のお知らせです。毎年、好
評いただいている「笹団子づくり」の他、楽しく作っ
て、美味しく食べる調理実習を計画しています。
季節のお菓子作りや郷土料理など内容を変えて毎
月１回程度の実施を予定しています。教室開催ご
とに募集していますので、お気軽に申込み下さい。
　男性でもどなたでも参加いただけます。

参加者募集参加者募集

食は食は味味
ミミ

楽楽
ララ

来来
クルクル

サポーターズ★キッチンサポーターズ★キッチン

聖籠町保健福祉センター（栄養指導室）
1000円～1500円程度（材料費）（当日徴収、現金のみ）
20名程度
エプロン、三角巾、タオル、筆記用具、持ち帰り用のタッパや袋等をお持ちください

　※「笹だんご作り」はどちらか１回の参加が可能です

・ 保健福祉課（町保健福祉センター内）　管理栄養士　☎27-6511 

自分を整える、
５月の「脳活」朝ごはん 五感を刺激

　連休明け、新緑の清々しい季節となりました。一方で、何となく体が重い、集中力が続かない、
そんな５月の疲れを感じていませんか？そんなときほど、朝の食卓から、自分や家族にエールを送
りませんか？脳をシャキッと心を健やかにしてくれる朝ごはんを紹介します。
１　脳が目覚める「色と香り」
　　 　ビタミンカラーを食卓へ：今が旬のアスパラガスやスナップエンドウ等さっとゆでて添える

だけ、ミニトマトを洗って出すだけでOK
　　 　香りの効果：お味噌汁から立ちのぼるだし汁の香り、炊きたてのごはんの匂いなど、いい香

りが優しく目覚めさせてくれます。
２　脳を若返らせる「噛み応え（噛む音）」
　　 　噛むことは脳の血流をアップさせる一番手軽な運動です。
　　 　噛み応えがあるものを朝食にしましょう。新ごぼうの入ったお味噌汁、大きめにカットした

新玉ねぎやキャベツのスープなど。
３　朝食に一番取りたいたんぱく質！　ごはんと一緒にたんぱく質を追加。
　　（おすすめ）
　　　ごはん＋納豆＋すりごま　　　　卵かけごはん＋しらすやクルミ
　　　お味噌汁に卵を落として温める　炊き込み五目ご飯や混ぜご飯（鮭フレーク、刻みこんぶ）　等
〈一杯で完ぺき！食べる味噌汁〉
　スナップえんどうと卵の味噌汁（油あげや豆腐でも）　　
　（１人前）　スナップエンドウ３～４個　　刻み油揚げ、カットわかめ少々
　　　　　　卵　１個
　 　小鍋にだしを沸かし、スナップエンドウの筋を取って入れ、刻み油揚げ、わかめを入れて、卵
を割り落としたら、そのまま触らずに、２～３分加熱、味噌を加えて出来上がり。

　鯖缶みそ汁　（缶詰の汁ごとで「だし」いらず）
　（２人前）　鯖缶（水煮）１缶　キャベツや人参等お好みの野菜80～100g（カット野菜OK）
　　　　　　お水１．５カップ　　お味噌　大さじ1.5程度
　 　小鍋にざく切りしたキャベツ、いちょう切りにした人参等を入れて煮る。野菜が煮えたら鯖缶
を汁ごと加え、味噌を加えて出来上がり。

日　時 内　容 申込期限
５月15日（金）

午後１時30分～３時30分
第１回調理実習
三色おはぎをつくろう ５月８日（金）

６月 ９日（火）
午前９時30分～午後０時30分

笹団子づくり
（※お土産付きです） ６月１日（月）

６月16日（火）
午前９時30分～午後０時30分

笹団子づくり
（※お土産付きです） ６月８日（月）

仲間と一緒に、
楽しく作る

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）　管理栄養士　☎27-6511

食は味楽来食は味楽来
ミ　　ラ　  クル
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

【新潟県30市町村とアルビくんがコラボ！
法人設立30周年記念「ご当地アルビくん」が登場！】
　令和８年４月にアルビレックス新潟が法人設立
30周年を迎えるにあたり、「ご当地アルビくん」が
誕生いたしました。
　記念事業のコンセプトである「30年の歩みを、無
限大の愛へ。」、そして「新潟と共に、未来へ―。」と
いう想いのもと、これまでクラブを支えてくださっ
たホームタウンの皆様への感謝と、各地域の魅力発
信を目的として企画いたしました。
　本企画は、新潟県内30市町村の名産品や名所と
マスコットのアルビくんがコラボレーションした特
別なデザインです。
　今後、クラブでは本デザインを活用したグッズの
展開を予定しているほか、各市町
村におかれましても広報活動等に
ご活用いただけるよう、デザイン
を提供してまいります。
　ホームタウンの皆様と共に作り
上げる企画を通じて、新潟県を一
緒に盛り上げてまいります。

【アルビレディースマーケティング部】 
　アルビレディースでは、新潟の盛り上げ・発展に貢献する人材
育成とクラブのマーケティング活動の強化を目的に高校生から大
学生でなる「アルビレディース マーケティング部」を１月に発足さ
せ、活動を行ってきました。地域に根差し、愛されるクラブとな
るよう、クラブのことを知っていただき、喜びや感動を与えられ
る施策を考案してまいりました。実際に５月２日（土）、９日（土）
のホームゲームではマーケ部の学生たちが考えた企画を実施しま
すのでぜひご注目ください。

【2025/26 SOMPO WEリーグ ホーム最終戦】
　３月28日（土）に実施した１万人プロジェクトでは観客動員目標
には届きませんでしたが、4653人の熱い声援は選手の大きな後押
しとなりました。リーグ戦も終盤になり、５月は２度のホームゲー
ムが開催されます。５月９日（土）は2025/26シーズンのホーム最
終戦となります。ご家族やご
友人と楽しめる様々な催し物
なども実施予定ですので、ぜ
ひデンカビッグスワンへお越
し頂き、熱い声援をお願いい
たします。

トップチーム レディース

５月開催ホームゲーム予定
＜明治安田J２・J３百年構想リーグ

地域リーグ WEST-Aグループ＞
第14節 ５月 ３日（日・祝） vsカマタマーレ讃岐
第15節 ５月 ６日（水・休） vs徳島ヴォルティス
第17節 ５月16日（土） vs奈良クラブ
第18節 ５月23日（土） vs愛媛FC
※時間すべて午後２時キックオフ
※会場はすべてデンカビッグスワンスタジアム

５月開催ホームゲーム予定
＜SOMPO WEリーグ＞
第20節 ５月２日（土） vs. RB大宮アルディージャWOMEN
第21節 ５月９日（土） vs.ノジマステラ神奈川相模原
※時間すべて午後１時キックオフ
※会場はすべてデンカビッグスワンスタジアム

アルビレックス新潟レディースホームページ
試合日程や結果をチェック！

JAPANサッカーカレッジからのお知らせ
【～五十公野を青く染めろ～ 

JSCホームゲーム1000人プロジェクト開催！】
　５月24日（日）に新発田市五十公野公園陸上競技場に
て、第52回北信越フットボールリーグ１部第５節福井ユ
ナイテッドFC戦が開催されます。この試合でJAPANサッ
カーカレッジは、ホームゲームをより盛り上げることを
目的に、来場者1000人を目標とした企画を実施します。
今季こそクラブの悲願である「JFL昇格」を達成するため
に、たくさんの声援で選手の後押しをお願いいたします。
　当日はたくさんの方に楽しんでもらえるよう、魅力的
なイベントを企画しています。ぜひ会場まで足をお運び
ください。

【第15回春のスポーツ体験フェスタ2026を開催しました！】
　３月22日（日）JAPANサッカーカレッジにて「第15回春の
スポーツ体験フェスタ2026」を開催し、約200名の参加者に
楽しんでいただきました。
当日は、新しく張り替えた人工芝グラウンドでサッカー教室
が行われ、JAPANサッカーカレッジ金子監督の指導の下、の
びのびと子どもたちがピッチを駆け回りました。体育館では
2026シーズンのチーム新体制発表会を開催。ビンゴ大会も行
い、景品にはコシヒカリ10㎏をご用意し、会場は大いに盛り
上がりました。小さな子どもから大人の方まで、たくさんの
参加者の笑顔が見られた１日となりました。
　今後も私たちはスポーツを通して地域に貢献できるよう、
積極的にイベント活
動に取り組んでまい
ります。詳しい情報
は、チラシ・SNS・
ホームページにて随
時お知らせします。

アルビレックス新潟情報 !!
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Ｑ

Ｑ

①
聖
籠
夏
ま
つ
り
に
つ
い
て
・

②
冬
の
中
学
生
の
バ
ス
料
金

に
つ
い
て

①
子
ど
も
た
ち
も
楽
し
み
に
、
そ
し

て
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

で
す
が
、
自
転
車
置
き
場
が
入
り

き
ら
な
い
ほ
ど
の
自
転
車
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
乱
雑
に
置

い
て
あ
っ
た
り
、
止
め
て
い
た
自

転
車
が
倒
さ
れ
て
い
る
自
転
車
も

あ
り
、
チ
ェ
ー
ン
が
外
れ
て
し

ま
っ
た
と
言
っ
て
い
る
子
も
い
ま

し
た
。
来
年
度
は
自
転
車
置
き
場

を
増
や
し
た
り
、
整
備
の
人
を
配

置
す
る
な
ど
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。
み
ん
な
が
最
後
ま
で
楽
し
い

夏
の
思
い
出
と
な
る
よ
う
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
聖
籠
町
は
冬
の
バ
ス
（
中
学
生
の

登
校
）
は
料
金
が
か
か
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。
で
す
が
、
新
発
田
の

方
は
料
金
は
な
く
バ
ス
を
出
し
て

く
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
中
学
校

あ
た
り
で
は
冬
な
ど
よ
く
車
の
渋

滞
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
聖
籠
町

も
バ
ス
が
無
料
で
あ
れ
ば
、
バ
ス

の
利
用
も
増
え
渋
滞
が
緩
和
さ
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ぜ

ひ
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
回
答

　
　
（
担
当

産
業
観
光
課
・

　
　

子
ど
も
教
育
課
）

は
じ
め
に
聖
籠
夏
ま
つ
り
に
対
す

る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
は

第
27
回
聖
籠
夏
ま
つ
り
に
ご
参
加
く

だ
さ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
自
転
車
置
き
場
に

関
し
ま
し
て
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
、

大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ご
意
見
に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
特

に
８
月
２
日
（
土
）
に
ス
ポ
ア
イ
ラ

ン
ド
聖
籠
を
会
場
と
し
て
開
催
し
ま

し
た
夏
ま
つ
り
前
夜
祭
に
お
き
ま
し

て
、
当
日
は
、
大
変
多
く
の
皆
様
か

ら
ご
来
場
い
た
だ
き
、
自
転
車
の
台

数
に
つ
い
て
も
当
初
想
定
し
て
い
た

既
存
の
自
転
車
置
き
場
の
収
容
可
能

台
数
を
大
き
く
上
回
る
状
況
で
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
次

回
以
降
は
臨
時
の
駐
輪
場
を
設
け
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
や
誘
導
員

の
増
員
な
ど
の
対
応
に
つ
い
て
、
夏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
も
課
題
を
共

有
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
多
く
の
皆
様
に
聖
籠
夏
ま

つ
り
を
安
心
し
て
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
産
業
観
光
課
】

次
に
冬
の
中
学
生
の
バ
ス
料
金
に

対
す
る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、ま
ず
、

聖
籠
中
学
校
周
辺
で
の
車
の
渋
滞
に

つ
き
ま
し
て
、
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
て
お
り
、
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

昨
年
度
、
送
迎
の
た
め
の
保
護
者

車
両
に
よ
る
渋
滞
を
緩
和
す
る
た

め
、
聖
籠
中
学
校
校
舎
裏
側
の
駐
車

場
を
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
聖
籠
中
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
渋
滞
の
緩
和
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
冬
期
の
通
学
バ
ス
に
つ
き

ま
し
て
は
、
聖
籠
町
は
利
用
者
に
距

離
に
よ
る
制
限
を
設
け
ず
、
申
込
い

た
だ
い
た
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
聖
籠
中
学

校
通
学
バ
ス
運
行
検
討
委
員
会
で
ご

検
討
い
た
だ
い
た
中
で
、
遠
距
離
通

学
の
支
援
に
限
定
し
た
も
の
で
な

く
、「
安
全
の
確
保
」
を
目
的
と
し

た
事
業
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
に
、
利
用
料
金
に
つ
い

て
も
ご
検
討
い
た
だ
き
、
町
財
政
面

を
考
慮
し
、
持
続
性
の
あ
る
事
業
の

確
立
の
た
め
、
引
き
続
き
、
利
用
料

の
ご
負
担
を
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

今
後
も
冬
期
の
通
学
バ
ス
の
運
行

を
継
続
す
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。【
子
ど
も
教
育
課
】

集
落
配
布
物
の
外
部
委
託
に

つ
い
て

い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
聖
籠
町
外
に
長
年
住
ん
で
い
て

感
じ
た
の
で
す
が
、
広
報
や
ご
み
袋

配
り
な
ど
の
組
親
の
仕
事
を
外
部
委

託
に
す
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
他
の
市
町
村
は
外
部
委
託
の
所

も
あ
り
ま
す
。
高
齢
に
な
っ
た
り
、

仕
事
を
持
っ
て
い
る
と
こ
の
よ
う
な

仕
事
が
負
担
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ま

た
組
長
の
町
内
会
費
の
集
金
な

ど
も
町
で
一
律
に
し
て
、
銀
行
引
き

落
と
し
に
す
る
な
ど
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？
住
民
が
住
み
や
す
い

町
に
す
る
た
め
に
提
案
し
ま
す
。
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
回
答

（
担
当

総
務
課
）

現
在
町
で
は
原
則
月
２
回
、
集
落

区
長
並
び
に
組
長
の
皆
さ
ま
の
ご
協

力
の
も
と
、
町
民
の
皆
さ
ま
へ
文
書

な
ど
の
全
戸
配
布
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
配
布
物
は
広
報
紙
や
ゴ
ミ
袋
な

ど
定
例
的
な
も
の
か
ら
、
町
民
の
皆

さ
ま
へ
迅
速
な
情
報
提
供
が
求
め
ら

れ
る
広
報
号
外
な
ど
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
集
落
内
の

事
情
を
熟
知
さ
れ
て
い
る
集
落
区
長

並
び
に
組
長
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
速
や
か
な
配
布
が
実
現
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ご
意
見
の
と
お
り
、
集
落
区
長
並

び
に
組
長
の
皆
さ
ま
の
高
齢
化
や
、

お
仕
事
の
都
合
に
よ
り
文
書
な
ど
の

配
布
で
ご
負
担
を
お
か
け
し
て
い
る

こ
と
は
心
苦
し
い
限
り
で
は
あ
り
ま

QQ
＆＆
AA

町町
政政
ポポ
スス
トト

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
政
ポ
ス
ト
に
投
稿
の
あ
っ
た
町
政
に
対
す
る
ご
意

見
、
ご
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

町
政
ポ
ス
ト
は
が
き
や
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問

を
広
報
に
て
紹
介
し
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
投
稿
者
や
第
三
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
な

ど
、
投
稿
と
回
答
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

役
場
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
内
線
２
２
２
）
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

す
が
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
協
力
を

頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
町
内
会
費
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
集
落
が
集
落
活
動
と
し
て
金
額
や

集
金
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容

に
応
じ
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
か
ら
そ
れ
ら
を
一
律
に
揃
え
る
な

ど
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
は
性
質
上

難
し
い
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
で
感
じ
た
こ

と
に
つ
い
て

・ 

ご
み
袋
も
っ
と
小
さ
い
サ
イ
ズ　

が
欲
し
い
で
す
。（
特
に
夏
場
）

・
自
治
会
に
委
託
（
？
）
し
て
い
る

募
金
は
で
き
る
だ
け
ま
と
め
て
ほ

し
い
で
す
。

・
住
民
票
な
ど
コ
ン
ビ
ニ
で
発
行
で

き
る
と
便
利
で
す
。

・
地
場
産
セ
ン
タ
ー
が
な
ん
か
さ
び

し
く
も
っ
た
い
な
い
な
ぁ
と
思
い

ま
し
た
。

　

新
潟
市
か
ら
聖
籠
に
越
し
て
き
て

一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し

で
す
。
日
々
の
暮
ら
し
で
感
じ
た
こ

と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

返
信
不
要
で
す
の
で
ご
覧
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

町
か
ら
の
回
答 

 

（
担
当
　
生
活
環
境
課
・
総
務

課
・
町
民
課
・
産
業
観
光
課
）

　

は
じ
め
に
ご
み
袋
の
サ
イ
ズ
に
対

す
る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、
現
在
の

小
サ
イ
ズ
よ
り
小
さ
い
「
極
小
」
サ

イ
ズ
の
袋
を
用
意
す
る
場
合
、
業
者

へ
発
注
す
る
種
類
が
増
え
る
こ
と
に

よ
り
、
１
枚
当
た
り
の
単
価
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
袋

の
無
料
配
布
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

が
、
大
・
小
・
極
小
の
３
サ
イ
ズ
の

配
布
と
な
る
場
合
、
世
帯
配
布
の
準

備
に
要
す
る
時
間
及
び
人
員
の
負
担

が
増
加
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
現
在
の

無
料
配
布
事
業
を
継
続
す
る
た
め

に
、
ま
た
、
ご
み
袋
販
売
価
格
を
維

持
す
る
た
め
に
、
新
た
に
サ
イ
ズ
の

種
類
を
増
や
す
こ
と
は
難
し
い
状
況

で
す
。
夏
場
な
ど
の
臭
い
が
生
じ
や

す
い
季
節
は
、「
生
ご
み
を
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
か
ら
指
定
袋
に
入
れ
る
」、

「
ポ
リ
袋
に
入
れ
た
生
ご
み
を
冷
凍

保
管
す
る
」、「
コ
ン
ポ
ス
ト
又
は
生

ご
み
処
理
機
を
使
用
す
る
」
な
ど
の

対
策
を
ご
検
討
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。【
生
活
環
境
課
】

　

次
に
自
治
会
の
募
金
に
対
す
る
回

答
と
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
各
種

募
金
な
ど
へ
の
ご
協
力
に
つ
い
て
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在
、
町
や
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
各
自
治
会
な
ど

を
経
由
し
て
各
種
募
金
な
ど
の
集
金

を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
自
治
会
に
よ
っ
て
は
組
長
な
ど

が
戸
別
に
訪
問
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
集
め
る
人
も
協
力
す
る
人
も
、

何
度
も
募
金
が
あ
る
と
そ
の
こ
と
が

負
担
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
と
お
察
し

し
ま
す
。

　

こ
の
募
金
に
つ
い
て
は
、
各
種
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
願
い
し
て
い

る
も
の
で
す
の
で
、
町
で
一
括
し
て

募
金
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
性
質

的
に
難
し
い
も
の
で
す
。こ
の
た
め
、

町
内
で
も
、
自
治
会
に
よ
っ
て
は
そ

う
い
っ
た
負
担
感
の
軽
減
の
た
め

に
、
町
内
会
費
と
各
種
団
体
の
募
金

分
を
ま
と
め
て
集
金
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
、
一
律
で
集
金
す
る
と
「
募

金
を
す
る
・
し
な
い
」
と
い
っ
た
個

人
の
意
思
が
反
映
さ
れ
な
い
な
ど
の

課
題
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
課
題
に
対
応
し
な
が
ら
集
金
に
係

る
負
担
軽
減
を
図
る
に
は
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
よ
い
か
、
自
治
会
に
よ
っ

て
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
各
自
治
会
内
で
ご
相
談
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。【
総
務
課
】

　

次
に
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交

付
に
対
す
る
回
答
と
な
り
ま
す
が
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン

ビ
ニ
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス（
住
民
票
・

印
鑑
証
明
・
戸
籍
証
明
・
所
得
証
明
・

課
税
証
明
の
発
行
）
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
利
便
性
の

向
上
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
多
額
の
費
用
が
発
生
す

る
こ
と
か
ら
着
手
で
き
て
い
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
日
の
日
中
に
役
場
に

お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
方

へ
の
対
応
と
し
て
、
毎
月
第
２
土
曜

日
の
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
、
第
４

水
曜
日
の
夜
８
時
ま
で
延
長
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票

に
つ
い
て
は
、
役
場
閉
庁
日
に
受
け

取
れ
る
予
約
交
付
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。【
町
民
課
】

　

次
に
聖
籠
地
場
物
産
館
に
対
す
る

回
答
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
６
年
の

建
設
か
ら
30
年
以
上
が
経
過
し
施
設

の
老
朽
化
が
著
し
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
で
は
「
聖
籠

地
場
物
産
館
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
に
お
け
る
意
見
や
、
２
度
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
委
託
の
結
果

を
踏
ま
え
、
聖
籠
地
場
物
産
（
株
）

の
経
営
改
善
お
よ
び
持
続
可
能
な
経

営
を
実
現
す
る
た
め
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
っ
て
は
、

現
在
の
建
物
を
新
し
く
建
て
替
え

て
、
町
の
物
産
Ｐ
Ｒ
、
隣
接
す
る
農

産
物
加
工
セ
ン
タ
ー
で
作
る
町
特
産

の
果
物
を
使
っ
た
加
工
品
販
売
な
ど

を
通
し
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。【
産

業
観
光
課
】

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
新
潟
市
か

ら
の
引
っ
越
し
先
と
し
て
聖
籠
町
を

選
ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
聖
籠
町
は
「
生
ま
れ
て

良
か
っ
た　

住
ん
で
良
か
っ
た
聖
籠

町
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
今

後
も
行
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回

収
に
つ
い
て

　

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
回
収
を

お
願
い
し
た
い
。
自
治
体
に
よ
っ
て

は
回
収
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る

と
い
い
ま
す
。
今
の
時
代
、
多
種
多

様
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
し
、
事

故
を
防
ぐ
た
め
に
も
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
回
答 

 
 

（
担
当
　
生
活
環
境
課
）

　

ご
要
望
い
た
だ
き
ま
し
た
リ
チ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
収
集
で
す
が
、
令

和
８
年
度
か
ら
収
集
の
開
始
を
予
定
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Ｑ し
て
い
ま
す
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
な
ど
の
充
電
可
能
な
電
池
と
そ
れ

ら
が
使
用
さ
れ
て
い
る
小
型
家
電
製

品
を
対
象
と
し
て
お
り
、
収
集
拠
点

を
「
町
民
会
館
」
お
よ
び
「
亀
代
地

区
多
目
的
屋
内
運
動
場
」
に
設
置
し

ま
す
。

※
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
回
収
を

開
始
し
ま
し
た
。

交
差
点
の
矢
印
信
号
と
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
要
望
に
つ
い
て

私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
第
四
北

越
銀
行
付
近
の
蓮
野
交
差
点
で
事
故

を
起
こ
し
て
し
ま
い
、
相
手
方
は
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
を
提
出
。
私
は

右
折
し
よ
う
と
し
て
直
進
し
て
き
た

相
手
に
ぶ
つ
け
ら
れ
、
私
と
し
て
は

自
分
の
車
は
止
ま
っ
て
い
る
所
に
ぶ

つ
け
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
の
に
、

な
か
な
か
事
故
処
理
が
長
い
間
進
み

ま
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
直
進
者
の

妨
害
を
し
た
と
の
事
で
私
が
悪
い
と

の
こ
と
。
お
願
い
で
す
が
、
蓮
野
交

差
点
に
右
折
の
矢
印
信
号
と
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
か
ら
の
回
答

（
担
当

生
活
環
境
課
）

右
折
信
号
の
設
置
及
び
町
の
防
犯

カ
メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
の
ご
意
見
に

お
答
え
し
ま
す
。

右
折
信
号
に
限
ら
ず
、
信
号
機
全

般
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路
交
通
法

に
基
づ
き
、
町
で
は
な
く
公
安
委
員

会
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
今
後
、
集
落
区
長

と
相
談
の
上
、
警
察
へ
設
置
の
要
望

を
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
の
防
止
や

そ
の
他
公
共
の
安
全
の
維
持
を
主
目

的
と
し
、
通
学
路
や
公
共
施
設
な
ど

へ
優
先
的
に
設
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ご
要
望
の
地
点
で
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

交
差
点
で
は
十
分
な
安
全
確
認
を

行
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
引
き

続
き
安
全
運
転
の
励
行
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

株式会社ウオロク　聖籠町への寄附により紺綬褒章受章
　株式会社ウオロク様は、町が取り組む「アルビレッジを拠点と
した地域活性化プロジェクト」に対して、地方創生応援税制（企
業版ふるさと納税）を活用し、令和７年１月に1000万円を寄附
していただきました。このたび、
その功績が認められ、同社が紺
綬褒章を受章されたため、令和
８年３月31日（火）に町長から
褒状の伝達を行い、株式会社ウ
オロクの葛見 久賢代表取締役
がご出席されました。

西脇町長
町に対して多大なるご寄附を賜り、公益への功績が認

められ、このたび栄えある紺綬褒章を受章されましたこ
とを心よりお祝い申し上げます。今回のご寄附は、アル
ビレッジを拠点とした地域活性化プロジェクトを推進す
る非常にありがたいものであり、令和６年度に実施した
人工芝ピッチの整備に活用させていただきました。
　今後とも本取組が子どもたちの利便性向上や来訪機
会の創出など、スポーツを通じた地域活性化につなが
るよう取り組んでまいります。

株式会社ウオロク　葛見久賢代表取締役
本日は栄えある受章の機会を賜り、誠にありがとうござ

います。ウオロクは子どもをフックとした社会貢献活動に
取り組む中で、聖籠町内での店舗展開やアルビレックスの
スポンサーとしての支援を行っており、アルビレッジを応
援したいという思いから、本事業への寄附に至りました。
地元の子どもたちが成長し、将来アルビレックスで活躍す
ることで、地域がさらに盛り上がる好循環につながると考
えています。少しでも聖籠町やアルビレッジに協力し、と
もに頑張っていこうという気持ちが伝われば幸いです。

アルビレッジを拠点とした地域活性化プロジェクトとは▼
　本町にある「新潟聖籠スポーツセンターアルビレッジ」を拠点として、町民の暮らしの向上、交流人口・関係人口の増
加を目指し、聖籠町とアルビレックス新潟などの関係団体が連携し、スポーツを通じた地域活性化事業を行う取組。令
和８年度も、昨年度に引き続き、小学生を対象としたサッカー教室や、聖籠町在住・在勤者向けに施設無料開放などを
実施予定。

▲左から西脇町長、株式会社ウオロク 葛見代表取締役

お問い合わせ　役場総合政策課　政策係（内線263）
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日時  会場  内容  対象  申し込み  問い合わせ  参加費  定員  その他

町の宝で～す
3月の乳児健診から

長谷川 旭
あさひ

ちゃん 田村 奏
かな

向
た

ちゃん

田口 葵
き

萌
ほ

ちゃん 山口 蒼
あお

葉
ば

ちゃん

岩渕 龍
りゅう

翔
と

ちゃん 小谷野 海
み

成
な
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元気に育ってね！
　この写真は保健福祉センターで行われて
いる乳児健診会場で主に４か月健診対象乳
児を撮影しています。
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か

ちゃん 平野 玄
げん

ちゃん

　町では、石油貯蔵施設立地対策等交付金を活用して、各種事
業を行っています。
　令和７年度は、下記の事業を実施しました。
◆聖籠中学校駐車場整備工事
　…聖籠中学校の駐車場の整備を行いました。
◆開発６号線道路舗装補修工事
　…新潟県運転免許センター前の

道路の舗装補修を行いました。
◆ 網代浜加治川線道路舗装補修工
事
　… 国道113号線と新潟東港工業地

帯を結ぶ、亀代小学校海側の
道路の舗装補修を行いました。

令和７年度石油貯蔵施設立地
対策等交付金の活用事業のお知らせ

▲聖籠中学校駐車場

　町では、大規模発電用施設立地地域振興事業補助金を活用し
て、住民福祉に資する事業を行っています。
　令和７年度は、特別支援教育推進事業として、教育支援セン
ター及び町立幼稚園・小中学校における介助員の人件費へ充当
しました。

令和７年度大規模発電用施設立地
地域振興事業補助金の活用事業のお知らせ

役場総合政策課　政策係（内線263）

　町では、企業版ふるさと納税（※）を活用して、地方創生事業
に取り組んでいます。
　この度、以下のとおり寄附を受けましたのでお知らせします。
　（※） “企業”が国に認定された地方公共団体の地方創生事業に

対して“寄附”を行った場合に、税制上の優遇措置を受け
られる制度です。

（企業ロゴマーク）

企 業 名 株式会社新潟デック
本 社 所
在 地

新潟県新潟市中央区鳥屋野４丁目
18番21号

寄附年月 令和８年３月
寄 附 額 20万円

活用事業 住み続けたいまちをかたちづくる
（暮らしの利便性の確保・向上）

企業版ふるさと納税による
寄附を受けました

役場総合政策課　政策係（内線263）
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　亀代小学校５年生が新潟東港を見学したり、自分で調べたりしたことを
まとめた学習新聞が「ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞」の団体奨
励賞を受賞し、３月10日（火）に表彰式が行われました。
　この賞は、（公財）日本海事広報協会が主催する「船」や「港」をテーマとし
た全国コンテストです。５年生の皆さんは、令和７年７月に新潟東港を見
学し、10月には学習発表会で「大きなキリンが消えた日」と題し、東港コン
テナターミナルを見学してわかったことを発表しました。応募総数1531
作品のなかからの受賞で、亀代小学校は今回が２回目の受賞となります。
　皆さん、おめでとうございます。

ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞
亀小５年生が２度目の受賞！

表彰された当時５年生の皆さん

聖籠中学校

蓮野小学校

せいろう幼稚園

山倉小学校

亀代小学校
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